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2広報わかざくら　平成26年11月号

◆児童虐待　～子どもに対する重大な権利侵害～
　児童虐待は、子どもの成長や人格形成に重大な影響を与えるとともに、次の世代に引き継がれる恐れのある
ものです。家庭内のしつけとは明らかに異なり、決して正当化されるものではありません。 

増え続ける児童虐待……
実は私たちの身近なところで起こっています。

「児童虐待」はどこにでも起こりうるものなのです。

◆「しつけ」と「虐待」はちがいます　～常に子ども側の視点に立って考え、判断する～
　虐待か虐待でないかは、親の思いは関係なく、子ども側の視点で判断を行う必要があります。日常的に子ど
もに愛情があり、一生懸命な思いからの行為であったとしても、子どもにとって有害であれば、その行為は虐
待です。

児童虐待の種類
身体的虐待
なぐる・ける・
やけどさせる・
戸 外 に 締 め 出
すなど

性的虐待
わいせつな行為
の強要・わいせ
つな画像の被
写体にするなど

ネグレクト
食事を与えない

・身体や衣服を
不潔なままにし
ているなど

心理的虐待
ど な る・ こ と ば
で お ど す・ 無 視
す る・ DV（ ド メ
スティック・バイオレンス）
を見聞きさせるなど

児童虐待相談件数の推移（桜井市）

子どもが自立していくために必要なことを子ども
に理解できるように繰り返し教えていくこと。子

どもの立場に立ち、子ども
の 気 持 ち に 寄 り 添 い な が
ら 行 う 行 為。 感 情 的 に 怒
りをぶつけるのではなく、
親 と 子 が し っ か り と む き
あって行う行為。

しつけ 子どもの気持ちを
尊重できている行為

親の感情や期待を
ぶつけている行為

暴言・暴力はだんだんエス
カ レ ー ト し、 習 慣 化 し、 子
どももそこまでしないとい
うことをきかなくなったり
して、どんどん子どもの成
長に悪影響が出てきます。

子どもの行動を、子どもの意志ではなく、親の期
待や感情等による暴言や暴力・食事を与えないな
どといった罰などの力によってコントロールしよ
うとする行為。子どもの人格は無視され、大人の
価値観で支配する行為。

虐  待
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～子育て中のあなたへ～
「あなたの気持ちを話してみよう」　　　　　　

あなたの気持ちをわかってくれる人たちがいます！

　子育てをしていると子どもの成長に喜びを感じた
り子どもの笑顔に励まされることもあるでしょう。
でも、そんなときばかりじゃないですよね？　　　　　　　　　
　「イライラする。」「つらい。」と感じることもある
でしょう。
　そんな時は、一度あなた自身を抱きしめ「ありの
ままのあなた」を受け入れ、ＳＯＳを出してみませ
んか？不安や悩みを一人で抱え込まず誰かに話して
みませんか？
　「あなたの笑顔」が「子どもの笑顔」になること
を忘れないでくださいね。

子育てワンポイントアドバイス！！
☆ “ やらなくっちゃ病 ” からぬけだして。
　～イライラするまで責めたくなるまでがんばらない！～

☆自分で自分を癒す言葉を見つけよう。
・失敗しちゃった！　
→『完璧な人なんていない。』『次はきっとできる！』

・イライラしている自分が嫌になったとき　
→�『イライラに気づけた私。えらい！』

『疲れているのね。お茶にしよう。』
☆ 1 人で抱え込まず誰かに話そう！

～地域のみなさまへ～
虐待の背景

・経済的な不安定さ　　　　　
・子育てについて相談する相手がいない
・家族関係のこじれ
・子育てを手伝ってもらえる人がいない

このような環境の中、子育て中の保護者の心の状態
はどうなるでしょうか？

ストレス　→　イライラ

『虐待』に至ってしまうかもしれない

予防するために地域でできること！

☆家庭の幸せを応援！
子育てをしている保護者に、安心できるあたたかな
言葉をかけましょう。
☆地域の親子に関心をもってあたたかい見守りを！
☆地域の子どもたちに信頼してもらえる関係作りを！
まずは『あいさつ』からはじめてみよう。

子どもたちの『つらい』『痛い』『さびしい』
を感じとってあげてください。

気になる子ども←虐待されているのでは？→気になる家庭

相談（通告）しましょう

～あなたの相談や参加をお待ちしています～

▽ 専門機関に相談する
家庭児童相談室　 42 ‐ 9111（内線 296）
健康推進課　　　 45 ‐ 3443

▽ 親子が集う場所に行く
・つどいの広場　月～金曜日　午前 9 時～午後３時
　桜井西ふれあいセンター分館（大字西之宮） 43 ‐ 9112

・やまぼうし　　月～金曜日　午前 10 時～午後３時
　飛鳥学院保育所（大字谷） 45 ‐ 4356

その他の場所もあります。
詳しくは、児童福祉課（ 42 ‐ 9111 内線 296）まで。

～児童虐待防止推進月間中の活動～

▽ 啓発展示
　11 月 1 日（土）～ 13 日（木）　市役所本庁１階ロビー
　11 月 17 日（月）～ 24 日（月）　市立図書館

▽ 啓発活動
　11 月 2 日（日）

ウォーキングフェスティバル・健康まつり
（場所：芝グラウンド）午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分

多くの保護者は虐待をしていることを後悔し、やめ
なければと思っています。
地域のみなさんの相談（通告）は悩み苦しんでいる
保護者が専門機関と出会い、援助を受けるきっかけ
になるのです。

虐待やその疑いの通告は国民の義務です！
～どうか　ご安心ください～

・間違っていても責められることは、ありません。
・�相談（通告）をした人やその内容が知られる心配

はありません。
・匿名でもかまいません。

24 時間対応
　全国共通ダイヤル　 0570 ‐ 064 ‐ 000
平日（午前８時 30 分～午後５時 15 分）　
　児童福祉課　 42 ‐ 9111（内線 213）
夜間・土日・祝日
　児童家庭支援センターあすか　 44 ‐ 5800
緊急時　１１０番　奈良県警察本部
　県中央こども家庭相談センター 0742 ‐ 26 ‐ 3788

「 虐 待 し て る？」
と思ったら…

子どもが「かわい
い」と思えない…自分ですべて

やらなきゃ…
イライラする…
子 ど も に ひ ど い こ と を
言ってしまう…

子どもの成長が遅い？
それって自分のせいだと
思ってしまう…

子育て おつかれさま

おはよう，おかえり，元気？

《それぞれが勇気を出して声をあげよう！》

そんな関わり
の中で
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秋 季 火 災 予 防 運 動
◎実施期間　11 月９日（日）～ 11 月 15 日（土）までの７日間

◎全国統一防火標語　「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」
　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
、
市
民
に

火
災
予
防
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
全
国
一
斉
に
秋
季

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

尊
い
命
・
貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
次
の
こ
と

が
ら
に
注
意
し
、
今
一
度
火
の
怖
さ
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
防
火  

い
の
ち
を
守
る  

　
　
　
　
　
　 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

☆
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離
れ
た
位
置

で
使
用
す
る
。

・�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す
。

☆
４
つ
の
対
策

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
す
る
。

・�

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

・�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め

に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

防
火
査
察

・
防
火
対
象
物
の
査
察　

11
月
４
日（
火
）～
21
日（
金
）

・
危
険
物
施
設
の
査
察　

11
月
４
日（
火
）～
21
日（
金
）

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
の

急
増
を
踏
ま
え
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
等
の
設
置
の
促
進

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

・�

市
立
図
書
館
に
て
11
月
８
日

（
土
）
～
15
日
（
土
）
ま
で

展
示
し
ま
す
。

・�

防
火
ポ
ス
タ
ー
展
参
加
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ

桜
井
西
幼
稚
園
・
桜
井
認

定
こ
ど
も
園
三
輪
学
園

放
火
火
災
予
防

　

火
災
原
因
の
第
１
位
は
、

放
火
（
放
火
の
疑
い
含
む
）

で
す
。
放
火
さ
れ
な
い
環
境

作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

放
火
さ
れ
な
い
た
め
に

・�

家
の
ま
わ
り
を
明
る
く
し
ま

し
ょ
う
。

・�

ご
み
は
収
集
日
、
時
間
等
の

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・�

倉
庫
、
空
き
家
、
車
庫
等

に
は
、
確
実
に
施
錠
を
し
ま

し
ょ
う
。

・�

家
の
ま
わ
り
に
は
紙
く
ず
、

ご
み
等
の
燃
え
や
す
い
も
の

を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◎�

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
桜
井
消
防
署
で
は
、
こ
の
運

動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
次
の
こ
と
を
実
施
し
ま
す
。
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今
日
で
は
、
緊
急
電
話
の
代

名
詞
と
な
っ
て
い
る
「
１
１
９

番
」。
誕
生
し
た
の
は
、
昭
和

２
年
10
月
１
日
で
す
。
そ
れ
ま

で
は
、「
１
１
２
番
」
が
緊
急

電
話
番
号
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
ダ
イ
ヤ
ル
方
式
に

不
慣
れ
で
誤
接
続
が
多
い
た
め

に
地
域
番
号
（
局
番
の
第
一
数

字
）
と
し
て
使
わ
れ
て
い
な
い

「
１
１
９
番
」
が
緊
急
電
話
番
号

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
か
ら
、
全
国
一
斉

に
毎
年
11
月
９
日
が
「
１
１
９

番
の
日
」
と
し
て
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
消
防
の
仕

事
や
１
１
９
番
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
、
防

火
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

火
災
や
救
急
・
け
が
な
ど
、

目
の
前
で
火
災
や
事
故
が
発
生

し
た
場
合
は
、
誰
で
も
気
が
動

転
し
興
奮
し
た
状
態
に
な
り
が

ち
で
す
。
１
秒
を
争
う
と
き
に

も
落
ち
着
い
て
１
１
９
番
通
報

で
き
る
よ
う
に
、
町
会
・
自
治

会
、
事
業
所
な
ど
で
実
施
す
る

防
災
訓
練
時
に
通
報
訓
練
を
行

い
、
正
し
い
通
報
要
領
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

○�

１
１
９
番
の
通
報
の
と
き
は
、

落
ち
着
い
て
、
ゆ
っ
く
り
、

は
っ
き
り
と
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。

　　

１
１
９
番
の
通
報
時
に
は
、

あ
わ
て
て
電
話
を
切
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
通
報
を
聴
取
し
て

い
る
間
に
、
他
の
職
員
が
出
動

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

《
お
ね
が
い
》

　

災
害
発
生
時（
火
災
・
救
助
等
）

の
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
、
家
族

や
親
類
の
人
が
救
急
車
で
搬
送

さ
れ
た
時
の
問
い
合
わ
せ
に
、

１
１
９
番
を
使
う
の
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

・�

桜
井
消
防
署
の
代
表
電
話
番

号
（

42
‐
４
１
１
９
）
で

案
内
し
て
い
ま
す
。

○�

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番

通
報
に
つ
い
て

　

桜
井
市
内
で
の
携
帯
電
話
か

ら
の
１
１
９
番
通
報
が
、
平
成

18
年
３
月
１
日
か
ら
直
接
、
桜

井
消
防
署
へ
つ
な
が
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番

通
報
は
、
電
波
の
状
態
等
に
よ

り
語
尾
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
り
、

通
報
の
途
中
で
切
れ
て
し
ま
っ

た
り
し
ま
す
の
で
、
携
帯
電
話

か
ら
通
報
す
る
場
合
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

災
害
発
生
場
所
の
正
確

な
市
町
村
名
と
「
火
災

か
救
急
か
」
を
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

②�

災
害
発
生
場
所

が
わ
か
ら
な
い

場
合
、
付
近
の

人
に
尋
ね
る
か
、

民
家
等
で
電
話
を

借
り
、
そ
の
家
の

人
に
事
情
を
話
し

て
通
報
し
て
い
た

だ
く
と
、
い
ち
早
く

災
害
現
場
が
わ
か
り
ま

す
。

③�

自
動
車
等
の
運
転
中
の
通
報

は
危
険
で
す
の
で
、
安
全
な

場
所
に
停
車
し
て
か
ら
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

④�

消
防
署
か
ら
不
明
な
点
な
ど

で
再
度
問
い
合
わ
せ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
間
は
、

な
る
べ
く
通
話
状
態
を
避
け
、

主
電
源
等
は
、
切
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

⑤�

な
お
、
市
の
境
界
付
近
で
通

報
し
た
場
合
は
、
電
波
の
状

況
等
に
よ
り
、
近
隣
市
町
の

消
防
署
へ
つ
な
が
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
、

「
桜
井
市
○
○
…
」
と
地
名
を
告

げ
ま
す
と
、
桜
井
消
防
署
へ
転

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
電
話
を
切

ら
ず
に
そ
の
ま
ま
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

　

１
１
９
番
通
報
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、
奈
良
県
広
域
消

防
組
合
桜
井
消
防
署
（

42
‐

４
１
１
９
）
ま
で
。

【
消
防
署
】

11
月
９
日
は

　「
１
１
９
番
の
日
」
で
す
。
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区分
会計

歳 入 歳 出 差 引 額 
（歳入－歳出） 実 質 収 支 額 単年度収支額

一 般 会 計 231 億 7,068 万円 222 億 2,223 万円 9 億 4,845 万円 9 億 1,413 万円 1 億 8,341 万円

特

別

会

計

下水道事業 15 億 900 万円 15 億 889 万円 11 万円 0 円 0 円
住宅新築資金等貸付金 6,338 万円 1 億 3,562 万円 △ 7,224 万円 △ 7,224 万円 1,728 万円
国民健康保険 74 億 5,702 万円 71 億 4,846 万円 3 億 856 万円 3 億 856 万円 △ 2 億 3 万円
駐車場事業 4,901 万円 1 億 3,222 万円 △ 8,321 万円 △ 8,321 万円 △ 1,623 万円
簡易水道事業 3,791 万円 951 万円 2,840 万円 2,840 万円 326 万円
介護保険 44 億 6,701 万円 44 億 3,005 万円 3,696 万円 3,696 万円 △ 3,616 万円
後期高齢者医療 6 億 692 万円 6 億 571 万円 121 万円 121 万円 11 万円

公営企業会計（上水道事業） 11 億 6,668 万円 10 億 7,409 万円 9,259 万円 　　　　　－ 9,259 万円
※表示単位未満は四捨五入していますので、値が合計等と異なる場合があります。

単年度収支…その年度だけでみた収支
実質収支額…�差引額から翌年度に繰り越すべき財源

を控除した額
臨時財政対策債…�地方公共団体の財源不足に対応す

るため、国から発行が認められた
市債（借金）、後年度、国からは
全額が交付税として交付される

◇収入
市債…�建設事業等に伴い、市がその年に新しく借

り入れるお金（借金）
◇支出

普通建設事業…�道路、学校などを造ったり改修す
るために使うお金

公債費…市債（借金）の返済に使うお金

用
語
説
明

平
成
25
年
度
の
決
算
の
あ
ら
ま
し

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
予
算
編
成
時
に
は
、
景
気
の
動
向

や
東
日
本
大
震
災
の
復
興
関
連
経
費
等
に
よ
る
地

方
財
政
対
策
へ
の
影
響
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、

地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
各
種
交
付
金
な
ど

歳
入
の
減
収
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
も
と
、
行

財
政
改
革
を
推
進
し
、
経
費
の
節
減
や
収
入
の
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、
国
・
県
支
出
金
や
地
方
交

付
税
が
昨
年
度
よ
り
増
額
と
な
る
な
ど
、
一
般
会

計
に
お
け
る
単
年
度
収
支
で
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
５
年
連
続
で
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、

実
質
収
支
額
も
平
成
22
年
度
か
ら
４
年
連
続
で
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
の
内
訳
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
面
で

は
、
市
税
の
調
定
額
が
１
億
円
近
く
減
少
し
た
も

の
の
、
納
税
意
識
の
向
上
や
滞
納
処
分
の
強
化
に

よ
り
、
平
成
24
年
度
と
同
程
度
の
収
入
が
確
保
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
と
実

質
的
な
交
付
税
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
合
計

額
が
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
５
、１
１
８
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
人
件
費
が
、
職
員
の
給
与
削
減

等
に
よ
り
１
億
４
、８
６
６
万
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
公
債
費
で
は
市
債
の
償
還
が
進
み
、
残

高
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
金
額
が
減
少

し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
平
成
25
年
度
に
第
三
セ
ク

タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
借
入
を
行
っ
た
た
め
、
平

成
26
年
度
以
降
の
償
還
額
は
、
一
旦
、
増
加
す
る

見
通
し
で
す
。

　

国
内
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
効
果
も
あ
り
景
気
は
回
復
基
調
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
経
済
に
お
け
る
実
感
は

乏
し
く
歳
入
の
大
幅
な
増
加
は
見
込
め
な
い
状
況

で
す
。
今
後
、
桜
井
市
総
合
計
画
の
実
現
に
か
か

る
重
点
施
策
の
取
り
組
み
、
公
共
施
設
の
見
直
し

な
ど
の
課
題
解
決
や
、
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増

加
な
ど
に
よ
る
歳
出
の
伸
び
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
新
た
な
行
財
政
改
革
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
政
策
実
現
と
財

政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
決
算
書
を
閲
覧
で
き
ま
す
◇

　

決
算
書
は
、
市
役
所
３
階
総
務
課
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
ま
た
は
、
市
立
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

決
算
報
告

桜
井
市
の
財
政
状
況

平成 25 年度

一
般
会
計
で
５
年
連
続
の
黒
字
決
算

◎�平成 25 年度の決算が
まとまりました。

決
算
報
告

単年度黒字額は１億８，３４１万円
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一般会計

一般会計

そ
 の

 他

義
  務

  的

消
 費

 的

投資的

うち都市計画税約４億４千万円は、
目的税として都市計画事業・下水
道事業などに使われています。
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地

方

公

共

団

体

普 通 会 計

公 営 事 業
会 計

一 般 会 計

特 別 会 計

うち
公営企業
会計

資
金
不

足
比
率

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクター等

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

※公営企業会計
ごとに算定

（地方公共団体財政健全化法）

健全化判断比率（単位％）

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

平成 25 年度 － － 9.7 95.1

平成 24 年度 － － 10.5 109.0

早期健全化基準 13.01 18.01 25.0 350.0

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 －

実質赤字比率…�普通会計の実質赤字額が標準財政規模
に占める割合

連結実質赤字比率…�全ての会計を連結した実質赤字額
が標準財政規模に占める割合

実質公債費比率…公債費が標準財政規模に占める割合
将来負担比率…�将来負担すべき債務が標準財政規模に

占める割合
※�標準財政規模：�地方公共団体が自由に使える財源の

標準的な規模

資金不足比率（単位％）

会計の名称 資金不足
比率

経営健全
化基準

桜井市水道事業会計 － 20.0

桜井市下水道事業特別会計 － 20.0

桜井市簡易水道事業特別会計 － 20.0

資金不足比率…�公営企業の資金不足額が事業規模に占
める割合

決算に基づく財政健
全化判断比率並びに
資金不足比率を公表
します。

平成 25 年度
▽ 問い合わせ先　財政課（ 42‐9111 内線 321・325）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【財政課】

　桜井市では「地方公共団体の財政の健全化に関す
る法律」に基づき、健全化判断比率と資金不足比率
の算定を行い、監査委員の審査に付し、その意見を
付けて議会へ報告、そして公表しています。
　健全化法では、「早期健全化基準」と「財政再生基
準（従来の財政再建団体の基準）」の２段階の基準で
財政悪化をチェックし、基準を超えた場合は、財政
の健全化または再生を図るための計画を策定するな
ど、行財政上の措置を講ずることになります。

　平成 25年度の健全化判断比率については、普通会計
の実質収支が黒字であることから、実質赤字比率の該当
はなく、また、連結実質赤字比率も該当はありませんで
した。実質公債費比率は前年度に比べ0.8ポイント減少、
将来負担比率は前年度に比べ 13.9 ポイント減少と前年
度に比べ改善しました。また、資金不足比率については、
各会計の決算において資金不足はありませんでした。
　市では、財政健全化団体等に陥ることのないよう、健
全な財政運営を図ってまいります。
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政策実現に向けた行政経営をめざします！
～桜井市行財政改革アクションプランを策定～

　本市は、新たな行財政改革の実施計画となる「桜井市行財政改革アクションプラン～政策実現に向けた行政経
営をめざして～」を８月に策定しました。これは本年５月に策定した桜井市行財政改革大綱に基づき、今後５年
間の具体的な取り組み内容を明らかにするものです。今回はその概要についてお知らせします。

アクションプランがめざす行政経営とは
　国や地方自治体が、財政面での経費節減と効率性と
ともに、行政サービスの質を向上させることを目的と
して行う改革を行財政改革と言います。本市において
も、引き続き財政健全化の取り組みを継続するととも
に、経営資源（人・物・金・情報）を有効に活用し、
政策実現にむけ取り組んでいきます。アクションプラ
ンにおいては、経営資源をいかに効果的に組み合わせ
るか、またその仕組みづくりを行うことで政策実現の
ための行政経営をめざしています。

アクションプランの取組項目
　行財政改革大綱では、３つの基本方針に基づき９つ
の取組方針を定めており、アクションプランではそれ
ぞれの取組方針に基づき、具体的な取組項目を定めて
います。ここでは、その取り組みの一部を紹介します。
◆基本方針　市民と行政の協働で進める市政

〈取組方針〉　情報提供の推進
〔取組項目〕�・広報紙やホームページによる情報提供の

充実・ツイッターや動画配信サイトの活用
〈取組方針〉市民参画の機会拡大
〔取組項目〕�・市民協働の拠点整備・市民や各種団体と

行政が相互に連携していける体制の構築
◆基本方針　持続可能な行財政運営の確立

〈取組方針〉　事務事業等の見直し・最適化
〔取組項目〕�・業務の外部化の推進・外部評価制度の導

入・人口維持に対する施策

〈取組方針〉　ファシリティマネジメント※の推進　
※�土地・建物・設備などの資産全般およびその環境を経

営的な視点から総合的に企画・管理・活用する活動の
こと

〔取組項目〕�・公共施設等総合管理計画の策定・庁舎等
施設の耐震化または更新

〈取組方針〉　歳入の確保
〔取組項目〕�・受益と負担の適正化・税収増に繋がる企

業誘致の取り組み
〈取組方針〉　財政健全化への取り組み
〔取組項目〕�・行政評価と予算編成の連携システムの構

築・中期財政計画の策定
◆基本方針　改革に取り組む体制の確立

〈取組方針〉　職員の適正な定員管理と配置
〔取組項目〕�・適正な定員管理・多様な人材の確保・職

員の能力や専門性を考慮した配置
〈取組方針〉　人材の育成
〔取組項目〕�・人事評価システム（制度）の活用・多様

な研修の機会の充実や自主研修活動への
支援

〈取組方針〉�　政策実現や行政課題に対応した組織づ
くり

〔取組項目〕�・効率的で効果的な組織づくり・組織横断
型プロジェクトチームの設置

第 ２ 次 行 財 政 改 革 ア ク シ ョ ン プ ラ ン の 取 り 組 み に つ い て
　

第２次行財政改革プログラムに基づき平成 21 年度から取り組みを開始し、平成 25 年度までの５年間で、効果
額が累計 32 億 28 万 6 千円となりました。この取り組みにより、将来のまちづくりに向けた一定の財政基盤を構
築することができました。今後も引き続き取り組みを継続し、将来のまちづくりのために財政基盤の充実を図り
ます。

平成 25 年度 合計（平成 21 ～ 25 年度）
効果（見込）額 6 億 8,290 万 8 千円 30 億 5,634 万円
実績額 6 億 3,372 万 1 千円 32 億 28 万 6 千円

　行財政改革大綱およびアクションプラン、第２次行財政改革の取り組みについては市のホームページ（http://
www.city.sakurai.lg.jp）に掲載しています。また、市役所３階総務課情報公開コーナーでも閲覧できます。

▽ 問い合わせ先　行政経営課（ 42‐9111 内線 256・257）　　　　　　　　　　　　　　　　　　【行政経営課】
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番号のおかけ間違いのないようにご注意ください。

12
乳幼児対象事業（妊婦・乳幼児と保護者対象）

乳幼児健康診査（対象者には個人通知します）
事業名 対象者 日時（受付時間）場所 内容 持ち物

４か月児
健康診査

平 成 26 年 8 月 1 日 ～
8 月 15 日生まれ

12 月 15 日（月）
13：00 ～ 14：00

保
健
会
館

身体計測・問診・診察（内
科）・離乳食の話・育児
相談

母子健康手帳・乳幼
児健康管理票・問診
票・バスタオル平成 26 年 8 月 16 日～

8 月 31 日生まれ
12 月 25 日（木）
13：00 ～ 14：00

10 か月児
健康診査

平 成 26 年 2 月 1 日 ～
2 月 15 日生まれ

12 月 16 日（火）
13：00 ～ 14：00 身体計測・問診・診察（内

科）・育児相談・歯科相談・
栄養相談

母子健康手帳・問診
票・バスタオル平成 26 年 2 月 16 日

～ 2 月 28 日生まれ
12 月 24 日（水）
13：00 ～ 14：00

1 歳 6 か月児
健康診査

平 成 25 年 5 月 1 日 ～
5 月 15 日生まれ

12 月 4 日（木）
13：00 ～ 14：00

身体計測・問診・診察（内
科・ 歯 科 ）・ 育 児 相 談・
歯科相談・栄養相談・発
達相談

母子健康手帳・健康
診査票・歯科診査票平成 25 年 5 月 16 日～

5 月 31 日生まれ
12 月 5 日（金）
13：00 ～ 14：00

2 歳 6 か月児
歯科健康診査

平成24 年5 月生まれ 12 月 4 日（木）
  9：00 ～ 10：00

問 診・ 診 察（ 歯 科 ）・ 歯
科相談・育児相談
※�保護者の歯科健診も実

施しています。

母子健康手帳・歯科
診 査 票（ 子 ど も 用・
保護者用）・質問票・
ハブラシ・タオル

3 歳 6 か月児
健康診査

平 成 23 年 5 月 1 日 ～
5 月 15 日生まれ

12 月 18 日（木）
13：00 ～ 14：00

尿検査・身体計測・問診・
診察（内科・歯科）・育児
相談・歯科相談・栄養相
談・発達相談

母子健康手帳・健康
診査票・アンケート
票・当日朝一番の尿平成 23 年 5 月 16 日～

5 月 31 日生まれ
12 月 19 日（金）
13：00 ～ 14：00

相談・教室
事業名 対象者 日時 場所 内容 持ち物 申込

すくすく相談
（乳幼児

健康相談）

主 に 生 後 9 か 月 未
満の乳児

12 月 16 日（火） 
 9：30 ～ 10：00 ▲ 保

健
会
館

身体計測・育児相談・栄
養相談

母子健康手帳・
バスタオル

不
要主 に 生 後 9 か 月 ～

1 歳 7 か月未満の乳
幼児

12 月 22 日（月）  
9：30 ～ 10：00 ▲

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

◆

生 後 5 か 月 ～ 8 か
月 未 満 の 乳 児 の 保
護者

12 月 11 日（木）
13：30 ～ 15：00 ◎

中
央

公
民
館

離乳食の話・実演・試食
※対象児に限り託児あり

（託児定員　12 名）
母子健康手帳・
筆記用具 要

パパママ教室
◆

第 1 子目の妊娠 6
か月～ 9 か月未満
の妊婦とその家族

12 月 13 日（土）
9：30 ～ 12：00 ◎

保
健
会
館

赤ちゃん人形で沐浴やオ
ムツ交換・抱っこ体験等
妊婦体験（希望者）

母子健康手帳・
筆記用具 要

（
15
組
）

▲…受付時間　◎…実施時間　◆…〈要申込〉の事業は電話で健康推進課（ 45 ‐ 3443）まで。
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子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大

腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

は
使
用
さ
れ
ま
し
た
か
？

　

国
の
制
度
に
よ
り
、
４
月
20

日
現
在
市
民
で
、
次
の
年
齢
に

該
当
す
る
人
に
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
の
検
診
料

金
が
無
料
に
な
る
「
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
」
と
「
検
診
手
帳
」
を

５
月
末
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
の
が
ん
検
診
を
ま
だ
受
診

さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
21
日
以
降
の
転
入
者
等

で
お
手
元
に
桜
井
市
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て
い
な
い

人
は
健
康
推
進
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
受
診
期
限
は
、

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
乳
が
ん
検
診
を
受
診
希

望
さ
れ
る
人
は
、
平
成
27
年
１

月
30
日
ま
で
に
健
康
推
進
課
ま

で
電
話
で
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※�

特
に
乳
が
ん
検
診
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
受

診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

左
記
対
象
者
以
外
の
人
も
、
子

宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
２
年

に
１
回
、
大
腸
が
ん
検
診
は
１
年

に
１
回
の
公
費
負
担
制
度
（
一
部

自
己
負
担
あ
り
）
を
利
用
し
て
受

診
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
健
康
推

進
課
（

45
‐
３
４
４
３
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

【大腸がん検診】
40 歳 昭和 48 年 4 月 2 日～昭和 49 年 4 月 1 日
45 歳 昭和 43 年 4 月 2 日～昭和 44 年 4 月 1 日
50 歳 昭和 38 年 4 月 2 日～昭和 39 年 4 月 1 日
55 歳 昭和 33 年 4 月 2 日～昭和 34 年 4 月 1 日
60 歳 昭和 28 年 4 月 2 日～昭和 29 年 4 月 1 日

【子宮頸がん検診】　
20 歳 平成 5 年 4 月 2 日～平成 6 年 4 月 1 日

【乳がん検診】
40 歳 昭和 48 年 4 月 2 日～昭和 49 年 4 月 1 日

対象者の生年月日【４月 20 日現在市民で、下記の
年齢に該当する人に送付（男性は大腸がん検診のみ）】

※�上記以外に、平成 21 ～ 24 年度に「無料クー
ポン券」の対象者であり、無料クーポン券を
使用してがん検診を受けていない人も対象に
なります。該当者には上記対象者と同じく５
月末に無料クーポン券を送付しています。

～食生活改善推進員と一緒に食事について
　　　　　　　　楽しく学びましょう！～

▽ 対象者　20 歳以上の人
� ▽ 日時　12月 12日（金）
　　　　午前 10時～午後 1時

▽ 場所　中央公民館調理実習室

▽ 定員　30人

▽ 料金　300 円

▽ �申込方法　12 月 9日（火）
までに電話で健康推進課
（ 45‐ 3443）へ申込ん
でください。

検（健）診をうけましょう
事 業 名 対 象 者 日 時（ 受 付 時 間 ） 場所 内 容 料 金 申 込

わかざくら
健 康 診 査

16 歳 以 上 40
歳未満の市民

（ 健 康 診 査 を
受ける機会の
無い人）

〈健診〉11 月 25 日（火）
13：00 ～ 14：00

〈説明会〉
12 月 9 日（火）

13：00 ～ 14：00

保
健
会
館

〈健診〉問診・身体計測・
診察・血圧測定・検尿・
心電図・血液検査

〈説明会〉尿検査・血
圧測定・結果説明等

1,000
円

要
（定員
30 名）

申込みは電話で健康推進課（ 45‐ 3443）まで（定員になり次第締め切りになります）
○�「さくら号」で胃がん検診の市内巡回検診を行います（平成 27年１月 20日まで）。申込み方法等、
詳しくは 10月号の折り込みチラシをご覧ください。定員になり次第締め切りになります。
※�妊娠中または妊娠の可能性のある人、授乳中の人は検診を受けることができません。胃腸疾患
の治療中の人はかかりつけの医療機関で受診してください。

▽ 問い合わせ先　医療センター（ 45‐ 2505）、または健康推進課（ 45‐ 3443）

健
康
相
談 

　
「
健
診
結
果
が
気
に
な
る
」「
生
活
習
慣
を
見
直
し
た
い

が
、
具
体
的
に
何
を
し
た
ら
い
い
の
？
」
等
、
生
活
習
慣

病
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
改

善
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
分
か
っ
て
い
る
け
ど
実
行

が
で
き
な
い
人
に
対
し
て
も
、
実
行
に
向
け
て
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
必
ず
電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
10
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時　

▽
場
所　

市
役
所
３
階
第
１
会
議
室

▽�

内
容　

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
の
健
康
相
談
、
血

☆

圧
測

定
、
身

☆

長
・
体
重
測
定
、
体

☆

脂
肪
測
定
、
尿

☆

検
査　
　

　

☆
は
必
要
な
人
の
み
実
施　

▽�

持
ち
物　

健
康
手
帳
、
検
査
結
果
等
、
健
康
状
態
が
わ

か
る
も
の
で
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

▽
料
金　

無
料

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

健
康
推
進
課
（

45
‐
３
４
４
３
）

要予約
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高
齢
者
（
満
65
歳
以
上
）
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

10
月
１
日
か
ら
高
齢
者
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
す

る
人
で
ま
だ
の
人
は
早
め
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

▽�

対
象
者　

接
種
時
点
で
満
65

歳
に
達
し
、
自
ら
接
種
を
希

望
す
る
人
。

満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

心
臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸

器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の

日
常
生
活
行
動
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有

す
る
人
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の

機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を

有
す
る
人
で
、
な
お
か
つ
、

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
で
医
師
が
必
要
と
認
め
、

自
ら
接
種
を
希
望
す
る
人
。

▽�

接
種
期
間　

12
月
31
日
ま
で

※�

期
間
を
過
ぎ
た
場
合
や
同
じ

年
度
内
で
２
回
目
以
降
の
接

種
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
。

▽�

料
金　

１
、５
０
０
円
（
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無

料
に
な
り
ま
す
。
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
、
受
け
る

前
に
健
康
推
進
課
（
保
健
会

館
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。）

▽�

実
施
場
所　

市
内
の
予
防
接

種
実
施
医
療
機
関
（
２
０
１
４

年
度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載

医
療
機
関
）
に
予
約
が
必
要

で
す
。

※�

市
外
医
療
機
関
で
接
種
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
接
種
前
に

健
康
推
進
課
（
保
健
会
館
）

で
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手

続
き
に
は
印
鑑
と
接
種
料
金

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
に

65
歳
に
な
る
人
は
個
人
通
知
し

て
い
ま
す
。（
昭
和
24
年
12
月
生

ま
れ
の
人
は
11
月
下
旬
に
個
人

通
知
し
ま
す
。）

　

66
歳
以
上
の
人
は
、
市
内
実

施
医
療
機
関
に
予
診
票
を
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進

課
（
保
健
会
館
）（

45
‐

３
４
４
３
）

◇がん
①はじめに
　人体には、遺伝子の変異を防ぎ、修復する機能がもともと備わっていますが、ある遺伝子の部分に
突然変異が起こり、無限に細胞分裂を繰り返し、増殖していく、それが “ がん ” です。
②基本的な考え方
　ⅰ　発症予防
　がんのリスクを高める要因としては、がんに関連するウイルス（Ｂ型肝炎ウイルス〈HBV〉、Ｃ型
肝炎ウイルス〈HCV〉、ヒトパピローマ〈HPV〉、成人Ｔ細胞白血病ウイルス〈HTLV- Ⅰ〉）や細菌（ヘ
リコバクター・ピロリ菌〈HP〉）への感染、および喫煙（受動喫煙を含む）、過剰飲酒、低身体活動、
肥満・やせ、野菜・果物不足、塩分・塩蔵食品の過剰摂取など生活習慣に関連するものがあります。
がんのリスクを高める生活習慣は、循環器疾患や糖尿病の危険因子と同様であるため、循環器疾患や
糖尿病への取り組みとしての生活習慣の改善が、結果的にはがんの発症予防に繋がってくる
と考えられます。
　ⅱ　重症化予防
　生涯を通じて考えた場合、2 人に 1 人は一生のうちに何らかのがんに罹

り か ん

患すると言われています。
進行がんの罹

り か ん

患率を減少させ、がんによる死亡を防ぐために最も重要なのは、がんの早期発見です。
　早期発見に至る方法としては、自覚症状がなくても定期的に有効ながん検診を受けること
が必要になります。

がん 循環器
疾患 糖尿病 栄養

食生活
身体活動

運動 飲酒 喫煙 歯の健康 こころの
健康 休養

生活習慣病の予防 生活習慣病の改善（ライフステージ別） 社会生活に必要な機能の維持・向上

と り く み の 項 目

基 本 的 な 方 向

健康さくらい 21 計画（第二次）
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募
集
対
象 

「
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
」

・�

市
内
在
住
、
在
勤
で
満
20
歳
以
上

の
人

・�

各
種
師
範
免
許
、
資
格
等
を
持
っ

て
い
る
か
、
そ
れ
に
相
当
す
る
専

門
的
な
技
術
、能
力
、知
識
が
あ
り
、

市
内
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
、
学
級

等
に
指
導
で
き
る
人

「
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
」

・�

市
内
在
住
、
在
勤
で
満
60
歳
以
上

の
人

・�

伝
承
あ
そ
び
や
郷
土
料
理
な
ど
、

長
年
の
経
験
や
知
識
を
市
内
の
団

体
や
グ
ル
ー
プ
、
学
級
等
に
指
導

で
き
る
人
。
た
だ
し
、
資
格
等
を

持
っ
て
い
る
人
は
、「
生
涯
学
習

リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
」
の
募
集
対
象

と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法 

　

登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
社
会
教

育
課
に
所
定
の
登
録
申
請
書
が
あ
り

ま
す
の
で
、直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

登
録
に
は
、
写
真
（
縦
３
㎝
×
横

2.4
㎝
、
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た

物
）
２
枚
と
、印
鑑
が
必
要
で
す
。

募
集
期
間 

　

11
月
４
日
（
火
）
～
25
日
（
火
）

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
、
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）
ま

で
。

 

問
い
合
わ
せ
先 

　

詳
し
く
は
、
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
振
興
係
（

42
‐
９
１
１
１
内

線
６
０
８
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
社
会
教
育
課
】

　

平
成
27
年
度
か
ら
活
動
し
て
も
ら
う
、
新
規
の
登
録
希
望
者
を
募
集
し

ま
す
。（
登
録
期
間
は
１
年
間
で
す
）

　
「
自
分
が
持
っ
て
い
る
豊
か
な
知
識
や
経
験
、
優
れ
た
技
術
や
能
力
を

誰
か
に
伝
え
、
活
か
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
生
涯
学
習
指

導
者
バ
ン
ク
へ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

グループやサークルで、学習活動の指導者をお探しのときには

桜井市生涯学習指導者バンクを、ぜひご活用ください！

利用の条件 
○市内の学校や５名以上の団体、グループ、学級等を対象にしています。
○�学習者の営利活動や、宗教的または政治的活動を目的としない内容の学習会に
限ります。

利用の方法
○学習内容や分野の相談について、左記問い合わせ先まで連絡してください。
希望に応じて指導者との調整を図り、紹介します。

指導者に対する謝金について 
○指導者は、原則として無償で指導を行います。
ただし、謝金を支払う場合には、１回（２～３時間程度）あたり 5,000 円（交通費・
材料費等の必要経費を含む）以内で、依頼した指導者に直接支払ってください。

清
掃
公
社
か
ら
の

お
知
ら
せ

◆
11
月
の
し
尿
収
集
に
つ
い
て

　

11
月
１
日
（
土
）
は
休
日
で

す
が
、
平
常
ど
お
り
、
し
尿
の

収
集
に
回
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
浄
化
槽
清
掃
に
つ
い
て

　
「
浄
化
槽
法
」
で
は
、
１
年

に
１
回
清
掃
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽

を
清
掃
し
な
い
と
、
河
川
の
汚

染
や
浄
化
槽
の
故
障（
詰
ま
り
）

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
１

年
に
１
回
清
掃
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
は
清
掃
公
社
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
手
数
料
口
座
振
替
の
お
願
い

　

し
尿
く
み
取
り
家
庭
の
「
一

般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
（
ふ
ん

尿
）」
の
支
払
い
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
市
内
の
金
融
機
関

又
は
清
掃
公
社
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

【
清
掃
公
社

 

45
‐
２
０
０
５
】

桜
井
市

生
涯
学
習
指
導
者
バ
ン
ク

新
規
登
録
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
！
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　桜井市では、第５次桜井市総合計画を策定し、こ
のまちを「観光・産業創造都市」としていくため、
平成 25 年度についても様々な施策に対し取り組み
を行ってきました。
　この計画の進捗状況をはかるため、「行政評価」
という仕組みを使って、毎年取り組み状況を調べ、
進み具合を管理し、市民のみなさんに公表していま
す。

〈行政評価とは〉
　｢行政評価｣ は、「市が行わなければならないか？

（義務的か任意のものか。）」といった視点をはじめ
として、「なぜ、どのように？（事業概要や目的の
整理）」「どの程度？（評価指標の設定や実績把握）」

「本当にすべき？（必要性、公平性）」「似たような

ことをしていない？（類似・重複の有
無）」等、様々な角度からの分析や評価
を行っています。
　そして、評価結果は、「まちづくりの
将来ビジョンへの反映」「予算編成 ･ 執行管理シス
テムと中長期財政計画への反映」「組織 ･ 定員管理
への反映」などに活用しています。

〈平成 25 年度行政評価について〉
　評価の結果については、市ホームページ（http://
www.city.sakurai.lg.jp）に掲載しているほか、行政
経営課でもご覧いただけます。
　今後は、第５次総合計画の実現に向け、事業の点
検を行い、内容や方法を改善して、事業に取り組ん
でいきます。　　　　　　　　　　　   【行政経営課】

行政評価の取組み ～平成 25 年度事業の結果～

　今回は、市民目線で「桜井のとっておき」を選んだ「大
和さくらい１００選」の中から、桜井市箸中にある「ホ
ケノ山古墳」に行ってきたよ～。

　ホケノ山古墳は、全長約 80m の前方後円墳で、
纒向遺跡のなかの纒向型前方後円墳と呼ばれる種
類の古墳の中では、葺

ふきいし

石と呼ばれる古墳の表面が
石で覆われた唯一の古墳なんだって。古墳時代初
期の３世紀中ごろに築かれたと見られていて、日
本で最も古い部類の前方後円墳の１つなんだよ。

「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai . lg. jp/
himiko/index.html
観光まちづくり課（ 42 ‐ 9111
内線 348）

【観光まちづくり課】

ホケノ山古墳の前方部分に木棺
と壺棺が出土して復元されてい
るよ。

古墳の頂上も登ってきたよ。こ
こから拡がる纒向遺跡の眺めは
素晴らしいの一言。「大和さくら
い 100 選」では、とっておきの

「ビューポイント」に選ばれてい
るよ。

埋
葬
施
設
の
復
元

ホケノ山古墳は、広報 9 月号で
紹介した「箸墓古墳」から東へ
わずか 300 ｍのところにあるよ。

埋葬された人は確定されていな
いけど、「石囲い木

もっかく

槨」という日
本で初めて確認された特殊な構
造を持った埋葬施設が見つかっ
て、とても貴重な発見だったよ。

三輪山を背景に 

ハイ、ポーズ！

（
提
供
：
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
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平成 27 年度採用予定者の採用試験を次のとおり行います。
｛一般採用試験｝

職種及び
試験区分

採用予定
人　　数 受 験 資 格

試 験 内 容
第１次 第２次

機　械
技術職

上級

１名程度

昭和 59 年４月２日以降に生まれた人で、学
校教育法による大学の機械専門課程を卒業し
た人（平成 27 年３月卒業見込みの人を含む） 一 般 教 養

専 門
事務適性検査
面 　 　  接

面 接

中級

昭和 61 年４月２日以降に生まれた人で、学
校教育法による短期大学（高等専門学校等
を含む）の機械専門課程を卒業した人（平成
27 年３月卒業見込みの人を含む）

｛職務経験者採用試験｝
職種及び
試験区分

採用予定
人　　数 受 験 資 格

試 験 内 容
第１次 第２次 第３次

建　築
技術職 上級 １名程度

昭和 49 年４月２日以降に生まれた人で、学校
教育法による大学の建築専門課程を卒業した
人かつ、民間企業等※１で同職種による職務経
験※２が５年以上ある人（平成 27 年３月中に
５年以上になる見込みの人を含む）

書 類 選 考 面 接
職場適性検査 面 接

※１「民間企業等」には、会社員、団体職員、公務員、自営業者等としての職歴が該当します。
※２�「職務経験」については、原則として雇用形態が正社員（正職員）としますが、１週間あたり 38時間 45分
以上の勤務をしている場合は正社員（正職員）と同程度の職務経験とみなします。ただし、パートタイマー、
アルバイト、地方公共団体等の非常勤職員は除きます。

◎地方公務員法第 16条に定める欠格条項に該当する人は受験できません。
◎�応募に必要な書類・試験日程などの受験内容は、市役所人事課で配布している試験案内やホームページに詳細
を掲載していますのでご覧ください。

◆試験日および場所
試 験 日 対 象 職 種

① 11 月 30 日（日）｛一般｝機械技術職上級・中級《第１次》※一般採用試験の申込者全員が受験対象となります
｛職務経験者｝建築技術職上級《第２次》※書類選考による第１次試験の合格者が受験対象となります

② 12 月 22 日（月）｛一般｝機械技術職上級・中級《第２次》※第１次試験の合格者が受験対象となります
｛職務経験者｝建築技術職上級《第３次》※第２次試験の合格者が受験対象となります

※場所はいずれも桜井市役所（桜井市粟殿 432-1）
◆試験案内および申込書等の入手方法｛一般採用試験・職務経験者採用試験共通｝
　試験案内および申込書等は、以下の【①直接入手】、【②ホームページから入手】、【③郵送請求】のいずれかの方
法により入手可能です。

入 手 方 法

①直接入手 【配布時間】午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで（ただし、土・日・祝日を除く）
【配布場所】桜井市役所人事課（本庁舎３階）

②�ホームページ
から入手

桜井市のホームページ（http://www.city.sakurai.lg.jp）のトップ画面から「募集情報」→「桜
井市職員採用試験情報」→「平成 26 年度職員採用情報」の順にアクセスし、試験案内、申込
書等をダウンロードして A4 サイズの用紙に印刷してください。

③郵送請求

封筒の表に、「（一般）または、（職務経験者）採用試験申込書請求」《必ず一般採用・職務経験
者採用の別を記入すること》と朱書きし、返信用封筒《角形２号（A4 サイズの用紙が折らず
に入る大きさ）に郵便番号、住所、氏名を明記し、140 円切手を貼付しておくこと》を同封の
うえ、桜井市役所人事課（〒 633 ‐ 8585 桜井市粟殿 432 ‐ 1）まで請求してください。
※受付期間に留意して早めにご請求ください。

◆申込み方法および期間｛一般採用試験・職務経験者採用試験共通｝
郵送のみによる受付となります。（※持参による申込受付は行いません。）

試 験 の 種 類 受 付 期 間
一般採用試験 平成 26 年 10 月 31 日（金）～ 11 月 14 日（金）（11 月 14 日（金）必着）
職務経験者採用試験 平成 26 年 10 月 31 日（金）～ 11 月 19 日（水）（11 月 19 日（水）必着）
詳しくは、市役所人事課（ 42‐9111 内線 315・316）まで問い合わせてください。　　　　　　　　　【人事課】
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お
知
ら
せ
制
度
・
行
政
情
報
・
相
談
・
募
集
・

催
し
・
講
座
・
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

16

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

 �

○
防
犯
ブ
ザ
ー
の
携
帯
・
活
用
を
！

　

11
月
に
入
り
、
日
が
暮
れ
る
の
も
早
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
夜
間

外
出
す
る
際
や
帰
宅
時
な
ど
、
犯
罪
の
予
防
に
「
防
犯
ブ
ザ
ー
」
を

携
帯
し
ま
し
ょ
う
。
非
常
時
に
は
、
大
音
量
で
不
審
者
を
撃
退
す
る

防
犯
ブ
ザ
ー
が
有
効
で
す
。
い
つ
も
使
う
か
ば
ん
に
つ
け
る
な
ど
し

て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。
時
折
実
際
に
な
ら
し

て
み
て
電
池
の
減
り
や
故
障
が
な
い
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・�

防
犯
ブ
ザ
ー
を
携
帯
し
、
す
ぐ
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

・�

遠
回
り
で
も
、
人
通
り
の
あ
る
道
、
街
灯
な
ど
で
明
る
い
道
を
選
ぶ
。

・�

夜
遅
く
な
れ
ば
、
家
族
な
ど
に
迎
え
を
お
願
い
す
る
。

・�

時
々
後
ろ
を
振
り
返
り
、
警
戒
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。

・�

い
つ
で
も
１
１
０
番
で
き
る
よ
う
携
帯
電
話
を
手
に
持
っ
て
歩
く
。

・�

歩
き
な
が
ら
の
電
話
や
メ
ー
ル
、
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
使
用
は
、
周

囲
の
音
が
聞
こ
え
ず
不
審
者
に
狙
わ
れ
や
す
い
の
で
し
な
い
。

・�

危
険
を
感
じ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ
。

�

○
ひ
っ
た
く
り
の
発
生
状
況
と
防
犯
対
策
！　

　

ひ
っ
た
く
り
の
被
害
者
の
７
割
が
自
転
車
に
乗
車
中
の
被
害
で
す
。

そ
の
す
べ
て
が
前
か
ご
に
入
れ
て
い
た
か
ば
ん
な
ど
を
盗
ま
れ
て
お
り
、

ひ
っ
た
く
り
防
止
用
の
防
犯
カ
バ
ー
な
ど
の
防
犯
対
策
は
取
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

・�

歩
く
際
は
、
か
ば
ん
を
車
道
と
反
対
側
に
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・�

後
ろ
か
ら
近
づ
く
自
転
車
や
単
車
に
注
意
を
。

・�

自
転
車
や
単
車
の
前
か
ご
に
は
、
防
犯
ネ
ッ
ト
カ
バ
ー
を
装
着
し
ま

し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
事
故
や
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、
迷
う
こ
と
な
く
１
１
０

番
ま
た
は
桜
井
警
察
署
ま
で
通
報
・
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
桜
井
警
察
署

46
‐
０
１
１
０
】　

給
付
金
の
申
請
は

12
月
１
日
ま
で
で
す
！

　

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
の
締

切
は
12
月
１
日
（
月
）（
郵
送
で

の
申
請
は
同
日
の
消
印
有
効
）
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
締
切
日
以
降
の
申
請
は

受
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

両
給
付
金
の
対
象
に
な
る
と
思

わ
れ
る
人
に
は
、
す
で
に
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。（
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
対
象
の
公

務
員
の
人
は
職
場
か
ら
交
付
。）

　

自
身
が
給
付
対
象
に
な
る
と
思

わ
れ
る
の
に
申
請
書
が
届
か
な
い

場
合
や
、
申
請
書
の
書
き
方
が
分

か
ら
な
い
等
の
問
い
合
わ
せ
先

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

・�

臨
時
福
祉
給
付
金　

社
会
福

祉
課
社
会
福
祉
係
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
６
５
）

・�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金　

児
童
福
祉
課
こ
ど
も
福
祉
係（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
８
１
）

【
社
会
福
祉
課
・
児
童
福
祉
課
】

訪
問
販
売
お
断
り
ス
テ
ッ
カ
ー

配
布
に
つ
い
て

　

訪
問
販
売
お
断
り
ス
テ
ッ
カ
ー

は
、
桜
井
市
の
消
費
者
被
害
予
防

の
た
め
の
ス
テ
ッ
カ
ー
で
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
、『
押
し

買
い
』
と
よ
ば
れ
る
貴
金
属
や
着

物
の
訪
問
購
入
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

桜
井
市
で
は
、
悪
質
な
訪
問
販

売
な
ど
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
訪
問
販
売
お
断
り
ス
テ
ッ

カ
ー
を
作
製
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
、
玄
関
や

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
近
く
な
ど
外

か
ら
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼

り
、「
お
断
り
」
の
意
思
を
表
示

し
、
必
要
が
な
け
れ
ば
は
っ
き
り

と
「
い
り
ま
せ
ん
！
帰
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
悪
質
業
者
を
撃

退
す
る
有
効
な
手
段
と
な
り
ま

す
。
近
所
で
声
を
か
け
あ
い
、
み

ん
な
で
「
お
断
り
」
の
意
思
を
表

示
し
ま
し
ょ
う
。

　

桜
井
市
で
は
毎
週
火
・
木
・
金

曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
訪
問
販
売
や
訪
問

購
入
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
だ
け
で

な
く
、
契
約
や
取
引
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
問
題
、
商
品

事
故
な
ど
で
お
困
り
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
民
協
働
課
】

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
の
お
願

い

   

上
下
水
道
部
で
は
、
11
月
１
日

（
土
）か
ら
20
日（
木
）に
か
け
て
、

次
の
地
域
で
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取

替
え
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
取
替
え
予
定
区
域

戒
重
の
一
部
・
高
田
の
一
部
・

上
之
宮
の
一
部
・
上
之
庄
の
一

部
・
河
西
の
一
部
・
橋
本
の
一

部
・
谷
の
一
部
・
生
田
の
一
部
・

桜
井
の
一
部
・
浅
古
の
一
部
・

池
之
内
の
一
部
・
山
田
・
高
家
・

下
・
今
井
谷
・
倉
橋
・
横
柿

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
総
務
課

お
客
様
係
（

42
‐
９
２
１
１

〈
代
表
〉） 　
　
【
水
道
総
務
課
】
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行政情報

不
法
投
棄
を
し
な
い
！
さ
せ
な

い
！
許
さ
な
い
！

　

不
法
投
棄
は
、
地
域
の
自
然
環

境
を
破
壊
し
、
生
活
環
境
を
脅
か

す
重
大
な
犯
罪
で
す
。

　

市
内
で
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み

の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
廃
家
電

と
家
庭
ご
み
が
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
不
法
投
棄
は
厳
し
く
罰

せ
ら
れ
る
行
為
で
す
の
で
、
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に

は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
協

力
に
よ
り
、
不
法
投
棄
さ
れ
な
い

環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

土
地
の
所
有
者
・
管
理
者
は
、

不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
た
め
に
、

空
き
地
等
に
は
、
柵
を
設
け
た
り

看
板
を
立
て
た
り
し
て
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
電
製
品
の
違
法
な
回
収
業
者

に
ご
注
意
を
！

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
テ
レ
ビ

や
エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫･

冷
凍
庫
、

洗
濯
機･

衣
類
乾
燥
機
を
処
分
す

る
場
合
は
、
①
買
い
換
え
る
と
き

に
そ
の
電
気
店
に
引
取
っ
て
も
ら

う
②
そ
の
品
物
を
買
っ
た
店
に
引

取
っ
て
も
ら
う
③
個
人
で
指
定
引

取
り
場
所
に
直
接
持
っ
て
い
く
方

法
が
あ
り
ま
す
。（
各
々
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
等
が
必
要
。）
こ
れ
ら

の
処
分
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
業

者
は
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
近
年
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
空
き

地
を
利
用
し
て
無
許
可
で
回
収
す

る
業
者
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

行
為
は
法
律
違
反
と
な
り
ま
す
の

で
、
違
法
な
業
者
に
処
分
を
依
頼

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物

（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
の
適
正
処
理
に
つ

い
て

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気
機
器
「
ト

ラ
ン
ス
（
変
圧
器
）、
コ
ン
デ
ン

サ
（
蓄
電
器
）、
業
務
用
・
施
設

用
蛍
光
灯
安
定
器
な
ど
」
を
使
用

ま
た
は
保
管
し
て
い
る
場
合
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、

県
廃
棄
物
対
策
課
へ
届
出
が
必
要

で
す
。
事
務
所
な
ど
の
電
気
室
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル（
高
圧
受
電
設
備
）

や
倉
庫
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
有
し
て
い
る
電
気

機
器
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
す
ぐ

に
県
廃
棄
物
対
策
課
へ
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
機

器
を
不
法
投
棄
や
不
適
正
な
方
法

で
処
分
し
た
場
合
は
、
廃
棄
物
処

理
法
で
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
廃
棄
物
対
策
課

ま
た
は
市
環
境
部
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

県
廃
棄
物
対

策
課
産
業
廃
棄
物
第
二
係
（

０
７
４
２
‐
27
‐
８
７
４
７
）、

　

市
環
境
部
（

45
‐
２
０
０
１
）

【
環
境
部
】

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
で
す
。

　

１
人
で
も
労
働
者
（
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）
を
雇
っ
た

場
合
、
事
業
主
は
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
加
入

手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主

は
、
従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

労
働
基

準
監
督
署
、
公
共
職
業
安

定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）、　　
　
　
　
　
　
　

奈
良
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室
（

０
７
４
２
‐
32
‐

０
２
０
３
）

奈
良
県
最
低
賃
金
改
定　

▽�

時
間
額　

７
２
４
円
（
平
成
26

年
10
月
３
日
発
効
）

　

最
低
賃
金
は
、
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

特
定
の
産
業
に
は
特
定
最
低
賃
金

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

奈
良
労
働
局

賃
金
室
（

０
７
４
２
‐
32
‐

０
２
０
６
）　

お
仕
事
を
探
さ
れ
て
い
る
み
な

さ
ん
へ
!!

　

正
社
員
、
パ
ー
ト
な
ど
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
求
人
を
簡

単
な
操
作
で
探
し
て
、
紹
介
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
資
格
や

経
験
を
活
か
せ
る
求
人
が
数
多
く

申
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資

格
や
経
験
の
な
い
人
、
ブ
ラ
ン
ク

の
あ
る
人
な
ど
に
、
あ
ら
ゆ
る
相

談
や
各
種
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
一
度
来
所
し
て
く
だ

さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
桜
井
・
職
業
相
談
部
門
（

45
‐
０
１
１
２
）【

商
工
振
興
課
】

社会保険料（国民年金保険料）
　　控除証明書が送付されます

～年末調整や確定申告で添付等が
　　　　　　　義務付けられています～
　国民年金保険料は、税の申告をすると
き、納めた保険料の全額が社会保険料控
除の対象となります。平成 26 年中に納
めた保険料について社会保険料控除を受
けるためには、年末調整や確定申告を行
う際に、保険料を支払ったことを証明す
る書類（領収証書等）の添付等が義務付
けられています。
　このため、国民年金保険料を納付され
た人には、日本年金機構から「社会保険
料（国民年金保険料）控除証明書」が送
付されますので、年末調整や確定申告の
ときまで大切に保管してください。

送　付　時　期
平成 26 年 1 月 1 日から
9 月 30 日の間に保険料
を納付した人

平成 26 年
11 月上旬

平 成 26 年 11 月 上 旬 の
送付対象とならなかった
人で、10 月 1 日から 12
月 31 日までの間に初め
て保険料を納付した人

平成 27 年
2 月上旬

▽ 問い合わせ先
　桜井年金事務所（ 42‐ 0033）　　　　　

【保険医療課】
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行政情報・募集

有
害
野
生
獣
被
害
に
対
す
る
防

護
柵
補
助
制
度
の
案
内

　　

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
等
に
よ
る
農

作
物
被
害
抑
制
の
た
め
、
農
業
者

に
よ
る
防
護
柵
設
置
費
を
支
援
す

る
補
助
事
業
を
次
の
内
容
に
て
実

施
し
ま
す
。
防
護
柵
の
設
置
を
考

え
て
い
る
人
は
、
資
材
を
購
入
す

る
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
時
期
は
11
月
４
日
（
火
）
か
ら

28
日
（
金
）
ま
で
（
土
日
祝
日
を

除
く
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
補
助
対
象
事
業

・�

電
気
柵
、
ト
タ
ン
、
メ
ッ
シ
ュ

フ
ェ
ン
ス
等
の
防
護
柵
の
設
置

に
係
る
材
料
費
。

・�

原
則
と
し
て
３
戸
以
上
の
受
益

者
が
ま
と
ま
っ
て
設
置
す
る
場

合
に
限
る
。
た
だ
し
、
地
形
上

等
の
理
由
に
よ
り
３
戸
以
上
の

受
益
者
の
ま
と
ま
り
が
困
難
な

場
合
は
２
戸
以
下
で
の
設
置
で

も
対
象
と
す
る
。

▽
補
助
率　

材
料
費
×
６
／
10

た
だ
し
、
構
成
員
数
で
案
分
し

て
１
戸
当
た
り
補
助
金
交
付
額

２
５
、０
０
０
円
を
上
限
と
す

る
。

※�
要
望
額
の
合
計
が
予
算
を
超
え

た
場
合
は
、
調
整
す
る
こ
と
に

な
り
補
助
金
額
が
要
望
額
よ
り

少
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線
３
４
４
）

【
農
林
課
】

11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）

日
は
「
年
金
の
日
」
で
す
!!

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
見
込

額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用

す
る
と
、
い
つ
で
も
自
身
の
年
金

記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来

の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、

自
身
の
年
金
記
録
を
も
と
に
様
々

な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
桜
井
年

金
事
務
所
（

42
‐
０
０
３
３
）

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
保
険
医
療
課
】

桜
井
県
税
事
務
所
か
ら
のお知

ら
せ

　

個
人
事
業
税
の
第
２
期
分
の
納

期
限
は
、12
月
１
日
（
月
）
で
す
。 

第
２
期
分
の
納
付
書
で
、
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

個
人
事
業
税
の
納
付
書
は
、
８

月
に
第
１
期
分
と
第
２
期
分
を

ま
と
め
て
送
付
し
て
い
ま
す
。

※�

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ペ

イ
ジ
ー
（
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
・

Ａ
Ｔ
Ｍ
）
で
の
納
付
も
で
き
ま

す
。

※�

口
座
振
替
も
で
き
ま
す
。（
金

融
機
関
に
て
申
込
み
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

桜
井
県
税
事

務
所
（

43
‐
３
１
３
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
税
務
課
】

市
営
住
宅
空
家
募
集

▽�

募
集
内
容　

募
集
住
宅
お
よ
び

募
集
戸
数
の
一
覧
表
は
営
繕
課

に
あ
り
ま
す
。

▽�

申
込
資
格
（
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
人
）

①�

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
ま
た
は

勤
務
先
が
市
内
の
人

②
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

③�

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
者
含

む
）
の
あ
る
人
（
単
身
者
住
宅

を
除
く
）

④�

条
例
で
定
め
る
収
入
基
準
額
を

超
え
な
い
こ
と

�

一
般
世
帯
…
基
準
月
収
入
額

１
５
８
、０
０
０
円
以
下
。

高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
等　

２
１
４
、０
０
０
円
以
下
。

⑤
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑥�

過
去
に
市
営
住
宅
等
に
入
居
し

て
い
た
人
は
、
滞
納
・
無
断
退

去
等
を
し
て
い
な
い
こ
と

⑦
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▽��

申
込
用
紙
配
布
及
び
受
付
日
時

11
月
４
日
（
火
）
～
14
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※�

土
日
を
除
く
受
付
期
間
内
に
、

専
用
申
込
用
紙
で
直
接
営
繕
課

ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
用

紙
は
営
繕
課
で
配
付
し
ま
す
。

▽
選
考
方
法　

公
開
抽
選

▽�

入
居
日　

平
成
27
年
１
月
５
日

（
月
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

営
繕
課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
４
３
）

【
営
繕
課
】

女
性
消
防
団
員
募
集

　

桜
井
市
消
防
団
で
は
、
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
た
だ
け

る
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。

▽�

主
な
活
動
内
容　

火
災
予
防
・

地
域
防
災
に
関
す
る
広
報
、
応

急
手
当
の
普
及
活
動
、
災
害
時

の
後
方
支
援
等
。

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

危
機

管
理
課
消
防
団
係
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
３
０
８
）

【
危
機
管
理
課
】

子育て支援事業
｢つどいの広場に遊びにきてね。｣
　つどいの広場には、｢安心して遊べるね｣
｢今日は何して遊ぼう｣ と、たくさんの子
どもと保護者が遊びに来ています。
　楽しい遊びと出会いがいっぱいありま
す。

▽ 場所　�西ふれあいセンター分館

▽ �利用日　月曜日～金曜日 (土 ･日 ･祝日・
出張つどいの広場開催日は、休み )�

▽ 時間　午前 9時～午後 3時まで

▽ �利用料金　月額 300 円（1 回利用のと
きは 100 円。4回目からは無料）

▽ 対象
　0歳～就学前までの子どもとその保護者

▽ 問い合わせ先
　つどいの広場専用電話 ( 43 ‐ 9112）

【児童福祉課】
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募集・相談

《 無 料 相 談 コ ー ナ ー 》
相 談 内 容 日 時 場所 予約 申 込・ 問 い 合 わ せ 先

中南和法律
相談センター

法律相談

日常お困りの法律問題
（予約面談制）
〈先着 6 名・各 30 分間〉

毎週火曜日
（祝日は除く）

13：00 ～ 16：00

市役所
2 階

相談室
要

相談日の 1 週間前の火曜日の午前
9 時 30 分から電話で奈良弁護士会
へ。（ 0742‐22‐2035）【市民協働課】

※火曜日以外にも他会場での相談窓口があります。詳しくは奈良弁護士会へ問い合わせてください。

無料
法律相談

弁護士による法律相談
（予約面談制）〈市内在住・

先着 7 名・各 25 分間〉

11 月 13 日（木）
13：00 ～ 16：00

市役所
2 階

相談室
要

11 月 4 日（火）午前 8 時 30 分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。

（ 42‐9111 内線 534）【市民協働課】
※無料法律相談は市内在住者で、今までに無料法律相談を受けていない人のみ利用できます。

司法書士に
よる

法律相談

借金問題、土地建物・会社
法人の登記、相続、遺言な
どの相談（予約面談制）

〈先着５名・各 40 分間〉

① 11 月 14 日（金）
13：00 ～ 16：20 市役所

2 階
相談室

要

① 11 月 5 日（水）午前 8 時 30 分以降
② 11 月 12 日（水）午前 8 時 30 分以
降に電話で市民協働課市民生活係へ。

（ 42‐9111 内線 534）【市民協働課】
② 11 月 27 日（木）
13：00 ～ 16：20

税理士に
よる

税務相談

税金についての相談
（予約面談制）
〈先着 5 名・各 30 分間〉

11 月 19 日（水）
13：00 ～ 16：00

市役所
2 階

相談室
要

11 月 6 日（木）午前 8 時 30 分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。

（ 42‐9111 内線 534）【市民協働課】
※�税理士（税理士法人）に依頼されている人は利用できません。

行政書士に
よる

法務相談

営業許可、帰化など身分に
関する事、近隣トラブルな
どの相談（予約面談制）

〈先着 5 名・各 40 分間〉

11 月 28 日（金）
13：00 ～ 16：20

市役所
2 階

相談室
要

11 月 14 日（金）午前 8 時 30 分以
降に電話で市民協働課市民生活係
へ。（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】

消費生活
相談

消 費（ 買 物・ 契 約 等 ）・
多重債務などの相談

毎週火・木・金曜日
（祝日は除く）

10：00 ～ 16：00

市役所 1 階
消費生活

相談室
不要

市民協働課市民生活係
（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】

行政相談
行政に関する相談 11 月 12 日（水）

13：00 ～ 16：00

市役所 1 階
消費生活

相談室
不要

市民協働課市民生活係
（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】
※�予約は不要ですが、当日に受付が必要ですので、市民生活係までお越しください。

　　福祉の
『心配ごと相談』

日常生活における様々な悩み
ごとや心配ごとなどの相談

毎週木曜日
10：00 ～ 15：00

福祉セン
ター分館 不要 相談日には電話相談（ 42‐6804）

も行います。　　 【社会福祉協議会】

若者自立の
ための相談会

高校中退者・ニート・引
きこもりなどの相談

11 月 1 日～ 30 日
（日・祝日除く）

  9：00 ～ 18：00

桜井駅前
南口エルト

桜井 2 階
不要 若者サポートステーションやまと

（ 44 ‐ 2055）            【商工振興課】

人権擁護委員
による

『悩みごと相談』

人権に関わる様々な悩み
ごと

11 月 19 日（水）
13：00 ～ 16：00

市役所 1 階
消費生活

相談室
不要

人権施策課人権係
（ 42 ‐ 9111 内線 561）

【人権施策課】

女性相談

女性の様々な問題や悩み
（ 夫 婦・ 育 児・ 介 護・ ド

メスティックバイオレン
スなど）

11
月
26
日（
水
）

面接相談
12：30～15：00

市役所 1 階
消費生活

相談室
要 相談日の午前中までに人権施策課

男女共同参画係へ。
（ 42 ‐ 9111 内線 564）

◎匿名での相談も可。【人権施策課】電話相談
10：00～11：30

42‐9111
（内線 564）不要

自
衛
隊高

等
工
科
学
校
生
徒
募
集

▽�

資
格　

中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

未
満
の
男
子

▽
受
付
期
間
お
よ
び
試
験
日

●�

推
薦　

受
付
：
11
月
１
日
～
12

月
５
日　

試
験
日
：
平
成
27
年

１
月
10
日
～
12
日
（
内
１
日
）

●�

一
般　

受
付
：
11
月
１
日
～
平

成
27
年
１
月
9
日　

試
験
日
：

〈
１
次
〉
平
成
27
年
１
月
24
日　

〈
２
次
〉
平
成
27
年
２
月
５
日

～
８
日

　

詳
し
く
は
自
衛
隊
天
理
募
集

案
内
所
（ 

０
７ 

４
３ 

‐
63
‐

２ 

５ 

４ 

０
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

nara

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スhq1-

nara@
pco.m

od.go.jp

）
ま
で
。

【
市
民
課
】

‐
毎
月
１
日
は

「
桜
井
安
全
・
安
心
の
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
‐

   【
危
機
管
理
課
】
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第
54
回ラ

ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

11
月
６
日
（
第
１
木
）

　

午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　

市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽
内
容　

う
た
う
マ
リ
ン
バ

▽�

出
演
者　

マ
リ
ン
バ
：
土
家
倫

子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
：
船
谷
浩
子

さ
ん

▽
費
用　

無
料

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

文
化
を
考
え

る
桜
井
市
民
の
会
（

０
９
０

‐
６
７
５
１
‐
５
７
０
８
）

芸
術
芸
能
祭

第
50
回
記
念
桜
井
市
展

◆�

美
術
展　

11
月
22
日
（
土
）
～

24
日
（
月
・
振
休
）
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後

３
時
30
分
ま
で
）

◆�

児
童
画
展　

11
月
18
日
（
火
）

～
24
日
（
月
・
振
休
）
午
前
10

時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

◆�

茶
・
華
道
展　

11
月
23
日
（
日
・

祝
）・
24
日
（
月
・
振
休
）
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
茶
道
に

つ
い
て
は
、
最
終
日
は
午
後
３

時
ま
で
）

◆�

盆
栽
展　

11
月
22
日
（
土
）
～

24
日
（
月
・
振
休
）
午
前
10
時

～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

▽
会
場　

中
央
公
民
館

※�

児
童
画
展
は
、
ま
ほ
ろ
ば
セ
ン

タ
ー
の
市
民
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
す
。

◆�
芸
能
合
同
発
表
大
会　

11
月
24

日
（
月
・
振
休
）
午
前
９
時
40

分
～
午
後
４
時

▽
会
場　

市
民
会
館

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育

課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

６
０
８
）　　

 【
社
会
教
育
課
】

ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
完
了
！

「
ソ
ラ
ほ
ん
ま
ち
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
！

▽
日
時　

11
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
８
時

※�

小
雨
決
行
。
大
雨
の
場
合
は
23

日
（
日
・
祝
）・
30
日
（
日
）

の
順
に
延
期
。

▽�

場
所　

桜
井
本
町
通
り

▽���

内
容　

模
擬
店
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
屋
台
村
、
奈

良
情
報
商
業
高
校
に
よ
る
生
鮮

物
の
販
売
、
工
作
教
室
な
ど
子

ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り

だ
く
さ
ん
！   【
商
工
振
興
課
】

公
民
館
講
座
募
集

◆
落ら
っ
か
ん款

印
を
つ
く
ろ
う

　

年
賀
状
や
色
紙
に
押
す
２
セ
ン

チ
弱
の
篆て

ん
こ
く刻

を
作
り
ま
す
。

▽�

日
時

・
11
月
29
日
（
土
）

　

印
稿
を
つ
く
ろ
う

・
12
月
13
日
（
土
）

　

印
を
彫
ろ
う

※�

両
日
と
も
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
（
２
回
連
続
講
座
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館
研
修
室

▽�

講
師　

豊
田
宗
児
さ
ん
（
奈
良

教
育
大
学
教
授
）

▽�

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

（
２
回
と
も
参
加
で
き
る
人
）

▽
募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

▽
材
料
費　

２
０
０
円

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
（
２
回
目
）

▽
申
込
締
切
日　

11
月
21
日（
金
）

◆
み
そ
づ
く
り
教
室

▽�

日
時　

11
月
30
日
（
日
）

午
前
の
部
（
午
前
10
時
～
正

午
）・
午
後
の
部
（
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
）
の
計
２
回

▽�

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
調
理

実
習
室

▽
講
師　

鎌
房
美
子
さ
ん

▽�

募
集
人
数　

各
回
25
人
（
先
着

順
）

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

▽
材
料
費　

３
、８
０
０
円

▽�

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

み
そ
を
入
れ
る
容
器
（
仕
上
が

り
は
約
７
kg
）

※�

容
器
の
な
い
人
は
、
材
料
費
と

と
も
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
容
器
代
４
５
０
円
）

◆
大
人
の
折
紙
教
室

▽�

日
時　

12
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館
研
修
室

▽
講
師　

岡
田
幸
余
さ
ん

▽
作
品　

舞
鶴

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

▽
募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

▽
材
料
費　

３
５
０
円

▽
申
込
締
切
日　

12
月
３
日（
水
）

◆�
わ
く
わ
く
子
ど
も
工
作
教
室

リ
ー
ス
を
作
ろ
う
（
ク
リ
ス
マ

ス
・
お
正
月
ま
で
飾
ろ
う
）

▽
日
時　

12
月
13
日
（
土
） 

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館
研
修
室

▽
講
師　

中
川
卓
則
さ
ん

▽�

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者

▽
募
集
人
数　

10
組
（
先
着
順
）

▽
材
料
費　

１
、０
０
０
円

▽
持
ち
物　

ク
ラ
フ
ト
は
さ
み

▽
申
込
締
切
日　

11
月
30
日（
日
）

◆�

共
通

▽�

申
込
方
法　

11
月
２
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
け
ま

す
。
材
料
費
を
添
え
て
、
中
央

公
民
館
窓
口
ま
で
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（�

電
話
申
込
不
可
）

※�

月･

火
曜
日
は
休
館
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

中
央
公
民
館

（

45
‐
０
９
６
５
）

【
中
央
公
民
館
】

資源物持ち去り防止に協力を
資源物を出す際の注意
①必ず決められた場所に出してください。
　○�カン・ビンは専用コンテナに入れて

ください。
　○�ペットボトルは専用ネットまたはカ

ン・ビン専用コンテナに入れてくだ
さい。

　○�新聞等は十字に束ねて、そのままカ
ン・ビン専用コンテナまたはペット
ボトル専用ネットに入れてください。

②�必ず決められた日の午前 8 時 30 分ま
でに出してください。

　ご協力お願いします。
《注意》�決められた場所に出されないと、

資源物と判断できないため収集で
きない場合があります。　【環境部】
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市
観
光
協
会
主
催
事
業

①�

大
和
の
古
道
紀
行　

第
２
回

「
い
い
夫
婦
の
日
」
に
歩
く
山

の
辺
の
道　

記
紀
・
万
葉
歌
碑

め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

　

い
い
夫
婦
の
日
に
ち
な
ん
で
11

月
22
日
に
桜
井
市
観
光
協
会
と
天

理
市
観
光
協
会
の
共
催
で
桜
井
駅

か
天
理
駅
か
ら
、
夫
婦
が
仲
良
く

山
の
辺
の
道
を
天
理
市
ト
レ
イ
ル

セ
ン
タ
ー
（
長
岳
寺
）
ま
で
歩
く

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ハ
イ
キ
ン
グ

で
す
。

▽�

日
時　

11
月
22
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時
30
分
頃

▽�

集
合
時
間
・
場
所

　

午
前
９
時
30
分
・
JR
桜
井
駅

▽�

解
散
時
間
・
場
所

　

午
後
２
時
30
分
頃
・
JR
柳
本
駅

▽
費
用　

一
人
３
０
０
円

▽
コ
ー
ス
（
約
９
㎞
）

JR
桜
井
駅
→
大
神
神
社
→
長
岳

寺
→
天
理
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー

→
JR
柳
本
駅

※�

奈
良
県
北
部
に
午
前
６
時
時
点

で
警
報
発
令
の
場
合
は
中
止
。

▽�

申
込
方
法　

JR
桜
井
駅
ス
タ
ー

ト
希
望
の
人
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
イ
ベ
ン
ト
名
・
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
年
齢
・
性
別
を
記
入
の
う

え
、
市
観
光
協
会
（
〒
６
３
３

‐
０
０
６
３
大
字
川
合
２
６
０

‐
２
商
工
会
館
内
）
ま
で
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会

（

・
FAX 
42
‐
７
５
３
０
）　　
　
　
　
　
　

②�

万
葉
ゆ
か
り
の
地　

味う
ま
ざ
け酒

三
輪

の
里
を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

　

市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
三
輪
の
町
の

隠
れ
た
魅
力
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▽�

日
時　

11
月
２
日
・
９
日
・
16

日
・
23
日
・
30
日
（
各
日
曜
日
）

※
予
約
不
要

▽�

集
合
時
間
・
場
所

　

午
前
９
時
45
分
・
JR
三
輪
駅
前

▽
費
用　

無
料

▽�

コ
ー
ス
（
約
３
㎞
）
JR
三
輪
駅

→
大
神
神
社
→
大
美
和
の
杜
展

望
台
→
三
輪
茶
屋
趾
→
恵
比
須

神
社
→
古
い
商
家
街
並
み
→
JR

三
輪
駅
（
正
午
頃
解
散
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会

（

・
FAX 
42
‐
７
５
３
０
）

桜
井
本
町
通
・
周
辺
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
主
催

活
き
活
き
講
座

◆�

四
季
折
々
の
桜
井
～
古
代
・
中

世
・
近
世
に
輝
い
た
美
し
き
桜

井
を
見
る
～

　

桜
井
を
歩
い
て
巡
っ
た
経
験
を

も
と
に
、
記
紀
万
葉
が
息
づ
く
桜

井
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽�

講
師　

 

雑
賀
耕
三
郎
さ
ん
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
梅
田
教
室

「
大
和
路
を
行
く
」
講
師
、
談

山
神
社
総
代
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奈

良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ
の
会
会

員
）

▽�

日
時　

11
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

▽�

場
所　

桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場
（
旧
マ
エ
ダ
ふ
と
ん

店
）

▽
申
込
締
切
日　

11
月
11
日（
火
）

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

電
話

で
、
三
宅
嘉
彦
（
大
字
桜
井

１
０
０
０
ヘ
ア
ー
モ
ー
ド
サ

ロ
ン
ミ
ヤ
ケ
（

０
９
０
‐

３
０
５
０
‐
０
７
７
１
）ま
で
。

【
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
】

測
量
・
土
木
設
計
無
料
相
談
会

▽
日
時　

11
月
12
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

（
最
終
受
付
午
後
４
時
）

※
予
約
不
要

▽�

場
所　

中
央
公
民
館
３
階
小
会

議
室　

▽�

内
容　

土
地
の
測
量
や
土
木
設

計
に
関
す
る
無
料
相
談

▽�

問
い
合
わ
せ
先　
（
公
社
）
奈

良
県
測
量
設
計
業
協
会
（

０
７
４
２
‐
63
‐
２
５
５
７
FAX 

０
７
４
２
‐
63
‐
２
５
５
３
）

【
土
木
課
】

｢大和さくらい 100 選｣ 周遊ルート　明和の春・大和
　｢桜井 記紀万葉プロジェクト｣ では『大和さくら
い100選』を選定し、桜井への誘客に取り組んでおり、
市民の周遊ルートを策定しました。
◆明和の春・大和の風景
　明和９年（1772 年）に本居宣長一行が長谷の化
粧坂を越え桜の咲く記紀の古里・大和さくらいにやっ
て来ます。このときの感動は旅行記「菅笠日記」に
長谷谷を挟んで大和平野が見渡せる感動を『あざあ
ざと見渡たされる景色』と認めています。
　この年、43才の宣長は古事記伝の編

へん

纂
さん

に当り、お
礼参りを兼ね記紀万葉の古里・大和さくらいを訪れ
ました。当時の大和は７藩により治められ、中でも
芝村藩は財政が逼

ひっぱく

迫しており、所領の10倍に近い（約
９万石）天領地を預り地として抱えていました。
　この預り地においての過酷な年貢に対し「芝村騒
動」が発生（1753 年）しました。この結果、農民
に対しては死罪１名・遠島４名・追放 32 名の裁定
が下りました。この騒動も落着きを見せ始めた明和

期の桜井を記紀万葉のふるさととして、宣長が辿っ
た地を繋ぐ周遊ルートとして発信します。
◆�講演会：明和の春～本居宣長「菅笠日記の旅」桜井

▽ 開催日時　11月８日（土）
受付：午後１時～　講演：午後１時 30分～

▽ 開催場所　市立図書館研修室

▽ �講師　吉田悦之さん（本居宣長記念館・館長）

▽ 費用　無料　※申込不要
◆�記念ハイキング（大和さくらい 100 選周遊ルート）

▽ 開催日時　11月９日（日）
受付：午後１時～　スタート：午後１時 30分～

▽ 集合場所　近鉄長谷寺駅前広場　

▽ �コース（約６km）　近鉄長谷寺駅～化粧坂～長谷
寺～出雲・黒崎～慈恩寺～近鉄大和朝倉駅

▽ 費用　無料　※申込不要
◆問い合わせ先（共通）
　うるわしの桜井をつくる会（ 43‐ 7773）
※�この事業は、桜井・市民協働推進補助金を受けて
実施しています。　　　　　　【観光まちづくり課】
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催し・教室（市内・市外）

冬
の
工
作
教
室
「
ペ
ー
パ
ー
ク

イ
リ
ン
グ
を
楽
し
も
う
」

▽
日
時　

12
月
13
日
（
土
）

１
部　

午
前
10
時
30
分
～

２
部　

午
後
２
時
～

▽
場
所　

市
民
会
館

▽
材
料
費　

８
０
０
円

※
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※�

詳
細
は
市
民
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
Ｄ
Ａ

Ｙ　

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
３

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
大
舞
台
で
披
露
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

ジ
ャ
ン
ル
不
問
。
平
舞
台
で
演

技
可
能
な
も
の
と
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

開
演　

午
後
１
時

▽
場
所　

市
民
会
館

▽
参
加
費　

無
料

※�

詳
細
は
市
民
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
市
民
会
館
】

女
性
の
ひ
ろ
ば
・
さ
く
ら
い
設

立
15
周
年
記
念　

奥
野
史
子
さ

ん
と
語
る　

夢
を
お
い
か
け
て

▽�

日
時　

11
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

開
場　

午
後
１
時

　
　
　
　

開
会　

午
後
１
時
30
分

※
申
込
不
要

▽�

場
所　

ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

▽
内
容

①
開
会

②�

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　

ソ
プ
ラ

ノ
：
庵
前
通
世
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
：

中
村
真
紀
子
さ
ん

③�

対
談　

奥
野
史
子
さ
ん（
バ
ル
セ

ロ
ナ
五
輪
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド

ス
イ
ミ
ン
グ
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
）

▽�
問
い
合
わ
せ
先　

女
性
の
ひ
ろ

ば
・
さ
く
ら
い　

吉
川
（

43

‐
４
０
３
９
）
ま
で
。

【
人
権
施
策
課
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
活
動
さ

れ
て
い
る
方
へ
！
★
就
職
率

80
・
７
％
（
Ｈ
25
実
績
）
★

▽�

訓
練
科
名　

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ

技
術
科
②
電
気
設
備
科
③
住
環

境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
科

▽�

対
象　

仕
事
を
探
し
て
い
る
人

▽
定
員　

①
②
16
名
③
17
名

▽�

訓
練
期
間　

平
成
27
年
１
月
５

日
～
６
月
29
日

▽�

訓
練
場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
奈
良
（
橿
原
市
城
殿
町

４
３
３
）
無
料
駐
車
場
あ
り
。

▽�

費
用　

無
料
（
教
科
書
代
等
は

実
費
負
担
）

▽�

募
集
期
間

　

11
月
４
日
（
火
）
～
28
日
（
金
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
奈
良
（

22
‐

５
２
２
６
）     【
商
工
振
興
課
】

聞
こ
え
の
相
談
会

▽
日
時　

11
月
23
日
（
日
・
祝
）　　
　

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

▽�

場
所　

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
５
階
研
修
室
Ｃ
（
橿
原
市

大
久
保
町
３
２
０
‐
11

29
‐

０
１
１
１
）
近
鉄
畝
傍
御
陵
前

駅
東
出
口
か
ら
北
東
へ
徒
歩
約

３
分

▽�

内
容
・
テ
ー
マ
「
聞
こ
え
の
改

善
・
補
聴
器
と
人
工
内
耳
」

西
村
忠
己
さ
ん
（
県
立
医
大　

耳
鼻
咽
喉
科
助
教
）

○�

体
験
発
表
（
予
定
）　

補
聴
器
、

人
工
内
耳
装
用
者

○�

個
別
相
談　

西
村
さ
ん
、
医
大

医
局
員
、人
工
内
耳
メ
ー
カ
ー
、

補
聴
器
販
売
店

▽
参
加
費　

無
料（
※
申
込
不
要
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

県
聴
覚
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
（

21
‐

７
８
８
０
FAX 
21
‐
７
８
８
８
）

【
社
会
福
祉
課
】

「奈良マラソン 2014」開催に伴う
交通規制について

　今年で第 5回大会となる「奈良マラソン 2014」
が開催されます。コースの奈良市および天理市に
おいては交通規制が実施されます。ご迷惑をおか
けしますが、ご協力お願いします。

▽ 規制日時 　12 月 14 日（日）
　午前 8時 30分頃～午後 3時頃

▽ �主な規制区間　国道 369 号等（大宮通り） 二条大
路南 5丁目～県庁東～焼門前・国道 169 号（天理
街道） 紀寺～窪之庄町南・県道高畑山線等 高樋町
～円照寺前～高畑町・奈良市道等（やすらぎの道） 
高天～奈良市鴻ノ池陸上競技場・奈良公園・天理
市内

� ▽ �ホームページ　「奈良マラソン交通規制」で検索
してください。（http://www.nara-marathon.jp/）

▽ 問い合わせ先　奈良マラソン実行委員会事務局
　（ 0742‐81‐8752）　　　　 　【社会教育課】

第 4 回さくらい農・商ふれあいフェスタ
～つなげよう！未来への産業！！～

　収穫の秋に市内の農業と商業、観光のマッチング
を目指して、さくらい農・商ふれあいフェスタを開
催します。当日はとれたて新米のおにぎりや市内で
作られた野菜たっぷりの汁物の振る舞い、農業者の
みなさんの取り組みの紹介や市内商業者の出店など
様々な企画を用意しています。
　また、オープニングには初瀬太鼓麟風隊の子ども
たちによる演奏を、午後からは桜井市吹奏楽団によ
る演奏を予定しています。他にも各種楽しいイベン
トが盛りだくさんですので、ぜひご来場ください。

▽ 開催日時　11 月８日（土）
　　　　　　午前９時 30 分～　オープニング（予定）
　　　　　　午後２時　終了予定

▽ 場所　市民体育館および前面駐車場

▽ 主催　さくらい農・商ふれあいフェスタ運営委員会 

▽ �問い合わせ先　農林課（ 42 ‐ 9111 内線 344・
353）　　　　　　　　　　　　　　　  【農林課】
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催し・教室（市外）

第
52
回

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
個
別
相
談
会

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
を
持
っ
て
い
る
人
）
対

象
の
個
別
相
談
会
が
開
か
れ
ま

す
。一
人
で
閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
、

専
門
家
や
同
じ
立
場
の
人
に
相
談

を
し
、
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
・
場
所

①
11
月
22
日
（
土
）

午
前
９
時
～
正
午

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
２

階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
（
橿

原
市
大
久
保
町
３
２
０
‐
11

26
‐
０
２
３
３
）

②
11
月
29
日
（
土
）

午
前
９
時
～
正
午

県
文
化
会
館
２
階
集
会
室
Ｃ

（
奈
良
市
登
大
路
町
６
‐
２
　

０
７
４
２
‐
23
‐
８
９
２
１
）

▽
費
用　

無
料
（
※
申
込
不
要
）

▽�
相
談
対
応
者　

専
門
看
護

師
、
支
部
役
員
（
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
）、
ス
ト
ー
マ
装
具
業
者

（
製
品
を
展
示
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　
（
公
社
）
日

本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
奈
良
県
支

部　

三
田
村
（

 

０
７
４
２

‐
49
‐
１
８
３
９
）

【
社
会
福
祉
課
】

不
動
産
の
公
売
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。（
奈
良
県
中
南
和
地
区

不
動
産
合
同
公
売
）　

　

市
町
村
や
県
が
税
金
を
徴
収
す

る
た
め
差
し
押
さ
え
し
た
不
動
産

を
公
売
し
ま
す
。
公
売
に
は
公
売

保
証
金
を
納
付
す
れ
ば
、
国
税
徴

収
法
の
制
限
を
受
け
る
人
を
除

き
、
原
則
と
し
て
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
滞
納
税
額
が
完
納
に

な
っ
た
と
き
な
ど
、
公
売
が
中
止

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
公
売
日　

11
月
10
日
（
月
）

▽�

場
所　

県
高
田
総
合
庁
舎
３
階　

大
会
議
室
（
大
和
高
田
市
大
中

98
‐
４
）

▽�

公
売
財
産　

税
務
課
に
備
付
け

の「
不
動
産
公
売
の
手
引
き【
中

南
和
】」
ま
た
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
公
売
日
程

午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
　
　
　

公
売
保
証
金
の
受
付

午
前
10
時
30
分　

入
札
の
説
明

午
前
10
時
40
分
～
11
時　

入
札

午
前
11
時　
　
　
　
　
　

開
札

▽
売
却
決
定　

11
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

▽�

買
受
代
金
納
付
期
限　

11
月
17

日
（
月
）
午
前
11
時
30
分

　

詳
細
に
つ
い
て
は
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
税
務
課
徴

収
係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

５
７
２
・
５
７
３
・
５
７
４
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 【
税
務
課
】

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（toto

）

助
成
事
業
・
桜
井
宇
陀
サ
ッ

カ
ー
教
室
開
催

▽�

日
時　

11
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽�
場
所　

芝
運
動
公
園

※�
雨
天
の
場
合
は
大
宇
陀
体
育
館

▽�

参
加
対
象
者　

圏
域
内
（
桜
井

市
・
宇
陀
市
・
曽
爾
村
・
御
杖

村
）
に
住
所
を
有
す
る
４
、５

歳
～
中
学
生
（
サ
ッ
カ
ー
未
経

験
者
や
男
・
女
は

問
い
ま
せ
ん
）

▽
参
加
費　

無
料

▽�

申
込
方
法　

封
書

に
よ
り
（
結
果

連
絡
用
「
官
製
ハ

ガ
キ
」
同
封
の
う

え
）、
桜
井
宇
陀
広
域
連
合

サ
ッ
カ
ー
教
室
係
（
〒
６
３
３

‐
０
０
２
１
大
字
倉
橋

２
１
１
６
‐
２
）
ま
で
。
参
加

申
込
書
お
よ
び
参
加
承
諾
書

は
、
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

申
込
締
切
日　

11
月
７
日

（
金
）（
先
着
順
１
０
０
人
）

※�

詳
し
く
は
桜
井
宇
陀
広
域
連

合
サ
ッ
カ
ー
教
室
係
（

44
‐

１
４
４
４
）へ
。【
社
会
教
育
課
】

ストップ・ザ・滞納！「市町村税・県税の一斉滞納整理強化期間」
　市税は、あらかじめ納期限が定められており、この期間内に全額納付
がないことを「滞納」といいます。滞納することにより、全額納付され
るまでに市税の他に「督促手数料」、「延滞金」が加算されます。
　地方税の公平・公正を確保し、納税者の信頼を守るため、【市町村税・
県税の一斉滞納整理強化期間】を設定し、県内全市町村と県が協働して
差押等をはじめとする滞納整理に集中的に取り組みます。滞納を解消す
るため、滞納者と取引のある金融機関や勤務先に対し、法律に基づく財
産調査を集中的に行います。みなさんのご理解とご協力をお願いします。
●実施時期　11月から 12月末まで
●実施団体　県内全市町村（39団体）および県
①滞納者に対する差押（預貯金・給与等）の集中実施
②滞納者に対する文書催告等の集中実施
　なお、特別な事情により納期限内に納付することができない場合は、
事前に税務課徴収係および保険医療課保険徴収係まで相談してくださ
い。

▽ �納付相談窓口　 42‐ 9111 税務課徴収係（内線 572・573・
574）・保険医療課保険徴収係（内線226・525）　      　　　【税務課】

第 1 回桜井市議会報告会
開催のお知らせ

▽ 日程　11 月 15 日（土）

▽ 時間　午後 2 時～３時 30 分
　　　　（開場：１時 30 分）

▽ 会場　市役所 2 階大会議室

▽ 内容　①�平 成 26 年 度 9 月 定
例会の報告

　　　　②意見交換会
※�事前申込不要。

主催：桜井市議会
【議会事務局】

あなたの声を聞
かせてくださ
い。参加をお待
ちしています。
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催し（市外）・お知らせ

明
日
香
養
護
学
校　

体
験
学
習

（
中
学
部
・
高
等
部
）
に
つ
い

て
　

県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、

平
成
27
年
度
に
入
学
（
転
入
学
）

を
希
望
す
る
障
が
い
の
あ
る
生
徒

と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
本
校

の
肢
体
不
自
由
教
育
に
つ
い
て
の

理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
で
は
県
内
全
域
を

対
象
に
、
訪
問
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
障
が
い
が
重
い
、
病
気
な

ど
健
康
上
の
理
由
、
あ
る
い
は
家

庭
の
都
合
な
ど
で
学
校
に
通
学
す

る
こ
と
の
困
難
な
生
徒
の
家
庭
に

教
員
が
訪
問
し
て
行
う
教
育
で

す
。

〈
中
学
部
〉

▽�

日
時　

11
月
27
日
（
木
）

午
前
９
時
10
分
～
午
後
１
時

（
給
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
）

▽
場
所　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

▽
対
象

○�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
小
学
６

年
生
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

○�

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
す
る

生
徒
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

（
当
日
参
加
の
困
難
な
場
合
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。）

〈
高
等
部
〉

▽�

日
時　

11
月
18
日
（
火
）

午
前
９
時
10
分
～
午
後
１
時

（
給
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
）

▽
場
所　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

▽
対
象

○�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
中
学
３

年
生
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

○�

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
す
る

生
徒
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

（
当
日
参
加
の
困
難
な
場
合
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。）

※�

な
お
、
病
弱
部
門
（
高
等
部
）

の
体
験
学
習
は
第
１
回
目
が
９

月
16
日
（
火
）
で
し
た
が
、
以

後
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
締
切
日　

11
月
７
日（
金
）

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

（
〒
６
３
４
‐
０
１
４
１
高
市

郡
明
日
香
村
川
原
４
１
０

54

‐
３
３
８
０
）【
学
校
教
育
課
】

◆
桜
井
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

は
市
や
加
盟
機
関
団
体
と
共
に
、

今
年
も
「
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で

育
て
る
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
・
市
ぐ
る
み
で
、
基

本
目
標
『
人
に
や
さ
し
い
、
ふ
れ

あ
い
の
地
域
づ
く
り
』
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
大
人
が
子
ど

も
た
ち
の
生
活
に
無
関
心
な
態
度

を
と
る
の
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
か

ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が

大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

◆
親
に
は
し
ん
ど
い
顔
を
見
せ
ら

れ
な
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、

だ
れ
に
も
相
談
で
き
ず
一
人
で
頑

張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。
誰
に
も
話
せ
な
い
で
い
る
子

ど
も
も
い
ま
す
。
元
気
の
な
い
姿

を
見
か
け
た
ら
一
声
か
け
て
み
た

り
、
友
達
同
士
で
ふ
ざ
け
た
素
振

り
が
み
え
た
ら
一
声
か
け
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
て
み
る
と
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

今
、
小
学
校
で
は
ス
ク
ー
ル
安

全
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
が
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
登
下
校
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の

よ
う
な
登
下
校
な
ど
の
機
会
か
ら

子
ど
も
た
ち
に
声
か
け
し
て
い
く

こ
と
で
、
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

◆
あ
い
さ
つ
を
通
し
て
、
地
域
が

見
守
っ
て
い
る
・
地
域
が
つ
な

が
っ
て
い
る
…
と
い
う
意
識
を
強

く
持
ち
、
自
分
た
ち
で
続
け
ら
れ

る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
延

長
線
上
に
、
桜
井
市
人
権
教
育
推

進
協
議
会
お
よ
び
各
校
区
人
権
教

育
推
進
協
議
会
の
め
ざ
す
「
人
に

や
さ
し
い
、
ふ
れ
あ
い
の
地
域
づ

く
り
」
が
実
現
し
て
い
く
と
考
え

ま
す
。　
　
　
　
【
人
権
施
策
課
】

（222）

人
権
コ
ー
ナ
ー

『
人
に
や
さ
し
い
　
ふ
れ
あ
い
の
地
域
づ
く
り
』

を
進
め
よ
う
！

人
権
コ
ー
ナ
ー

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
わ
か
ざ
く
ら
10
月
号
17

ペ
ー
ジ
、「
済
生
会
中
和
病
院
で

病
児
保
育
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
」
の
記
事
に
、
次
の
と
お
り
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

◆�

月
曜
日
（
祝
祭
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）
の
み
行
っ
て
い
る
電

話
で
の
予
約
の
受
付
開
始
時
間�

誤
：
午
前
７
時

正
：
午
前
７
時
30
分
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スポーツ・お知らせ

人権文化を育てる市民の集い

～みなさんの参加をお待ちしています～

　 ▽ 日　時　11月 29日 ( 土 )
　　　　　　受付：午後１時　開会：午後１時 30分
　 ▽ 会　場　市立図書館研修室１
　 ▽ テーマ　「�いじめってなんですか～いじめに対する大人の認識を考える～」
　 ▽ 講　師　小森新一郎さん　　
　　　　　　（ＮＰＯ法人ジェントルハートプロジェクト代表）

《ジェントルハートプロジェクトとは》
　ジェントルハートプロジェクトは、いじめ問題の解決をめざして、いじめ自死遺族
等が設立したNPO法人です。全国各地で講演会、展示会、勉強会やコンサート等の取
り組みを通して多くの人たちに「やさしい心」を伝えるための活動を行っています。
　今回の講師、小森新一郎さんは、平成 10年、高校入学間もない一人娘の香澄さん
をいじめによる自死で亡くされています。いじめのない社会、あたたかい教室と学校
をめざし、平成 14年にジェントルハートプロジェクトを立ち上げられました。　　

入場
無料

第
１
９
４
回
市
歩
こ
う
会

～
錦
秋
の
尼
ヶ
岳
へ
～

▽�

日
時　

11
月
23
日
（
日
・
祝
）

午
前
７
時
30
分
桜
井
駅
北
口
集

合
▽�

コ
ー
ス　

貸
切
バ
ス
⇨
お
お
ぼ

ら
キ
ャ
ン
プ
場
→
東
海
自
然
歩

道
石
畳
コ
ー
ス
→
倉
骨
峠
→

尼
ヶ
岳
（
９
５
８
ｍ
）
→
高
尾

（
約
12‌

km
・
４
時
間
）

▽�

参
加
費　

３
、７
０
０
円
（
交

通
費
含
む
）

▽
定
員　

25
名

▽
申
込
締
切
日　

11
月
19
日（
水
）

中
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

 

優
勝　

桜
井
西
中
学
校

 

２
位　

桜
井
中
学
校

【
総
合
体
育
館　

45-

０
６
０
９ http://w

w
w
.net-taikyo.com

】

ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ
ー

２０１５年　桜井新春マラソン大会

▽ �日時　平成 27年 1月 11日（日）《雨天決行》
　〈受付〉午前９時～〈開会式〉午前９時 40分

▽ 主会場　総合体育館

▽ 募集期間　11 月 1日（土）～ 12月 10日（水）
※�総合体育館に所定の申込用紙があります。

距離 種目 参加料

12㎞ 一般男子・女子の部（29 歳以下・
30 歳～ 49 歳まで・50 歳以上）

1,000 円
5㎞

一般男子の部（60 歳以上）

一般女子オープンの部

5㎞ 中学生男子の部

無料

3㎞ 中学生女子の部

2㎞

小学生男子の部（4・5・6 年生）
小学生女子の部（4・5・6 年生）
ファミリーの部※ 5 歳～小学 3 年
以下の子どもと保護者のペアー
健康づくりの部

第９回桜井市子ども駅伝大会開催

▽ 日時　12 月６日（土）   〈開会式〉午後０時 30分

▽ 会場　倉橋ため池周遊路
●交通規制（通行止め）のお知らせ
　�　子ども駅伝大会開催に伴い下記のとおり通行
が規制されます。ご協力お願いします。

▽ 規制時間　午後 1時～ 3時

【人権施策課】
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　病気の早期発見や重症化予防のため、健康診査を受
診しましょう。
※�受診券は 5月下旬に送付しています。（4月以降に
75 歳になる人は、誕生月の 2か月後に送付してい
ます）

▽ 実施期間　平成 27年 1月 31日（土）まで

▽ �実施場所　市内の協力医療機関および県内の協力医
療機関（市内の協力医療機関の名称等は、受診券に
同封されています）

▽ �健診内容　◎問診　◎身体計測、血圧測定、尿検査　
◎血液検査　◎心電図

▽ 費用　500 円

　年齢を重ねるとともに、からだは衰えやすくなり、
病気にかかる危険性も高くなるなど、健康上のさまざ
まな不安が増してくるものです。
　しかし、健康管理に努めることによって老化を遅ら
せたり、自立した生活が継続でき、病気を防いだり進
行を抑えたりすることもできます。
　ぜひこの機会に受診しましょう。
※�治療の一環として同様の検査を受けている場合は、
この健康診査を受ける必要はありません。医療機関
に受診中の人はお医者さんに相談してください。

▽ �問い合わせ先　保険医療課医療係（ 42‐ 9111
内線522・524）　　　　　　　　　　 【保険医療課】

おはなし会の案内（当日参加）
　『桜井おはなしの会』や『子ども読

よ

未
み

知
ち

』、職員によるおはなし会を開催しています。
月 日 対 象 時 間 内 容 場 所

11

1 日（土） こども（小学生から）
午後 3 時～ 3 時 30 分

おはなしや絵本の読み
聞かせなど

おはなしのへや
8 日（土） こども（3 歳～ 6 歳）

15 日（土） どなたでも
絵本の読み聞かせなど

22 日（土） こども（2 歳まで） 午後 3 時～ 3 時 15 分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※大人も入場できます

●�新しい本の情報については、図書館内の配布資料やホームページでも見ることができます。
☆�お願い　次に読みたい人が待っている場合もありますので、本の返却期限は必ず守ってください。
期限を過ぎてもご返却がない場合、貸出停止になることがあります。
　みなさんのご理解とご協力をお願いします。

◎今月の休館日は、毎週火曜日と第２金曜日（14 日） です。
【図書館 44‐ 2600　ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp】

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
●ビブリオバトル in 桜井　第９回

▽ 日時　11月８日（土）　午後２時～３時

▽ 場所　図書館会議室

▽ テーマ　「彩り」

▽ 対象　中学生以上

▽ 募集　発表者５名　観覧者 20名

▽ 参加費　無料

▽ �申込方法　電話、Ｅメールにて桜井市立図書館（
44‐ 2600・ Ｅ メ ー ル tosyokan.sakura@office.
eonet.ne.jp）まで申込んでください。図書館カウン
ターでも受付けています。

▽ 受付期間　定員になり次第締め切ります。
● �11 月 22 日（土）～ 24日（月・振休）の３日間、「さ
くらぁと」に合わせて開架室を午後８時まで開館し
ます。

ま だ 健 康 診 査 を 受 診 さ れ て い な い 、 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 に 加 入 し て い る み な さ ん へ

「 1 1 月 は 後 期 高 齢 者 健 康 診 査 受 診 促 進 月 間 で す 」

今月の市税・保険料
納期限は 12 月 1 日（月）です。

保険税
■国民健康保険税〈５期分〉
保険料
■介護保険料〈５期分〉
■後期高齢者医療保険料〈５期分〉

※�

納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

犬の飼い主のみなさんへのお願い
犬のしつけやフンの処理は飼い主のマナーで
す。一人のマナーの低下により、周囲には多
大な迷惑がかかります。犬の散歩時にはフン
を処理する道具を持参し、飼い主が責任を
持って後片付けをしましょう。また、犬・猫
のご相談などは、動物愛護セン
タ ー（ 0745 ‐ 83 ‐ 2631）
へ問い合わせてください。
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❀桜井市
ＰＨＯＴＯニ ュ ー ス

「防災行政無線の通信訓練を実施」
　市立桜井小学校と初瀬小学校で防災行政無線を使用し
た通信訓練を行いました。
　今回の訓練では、大災害により多数の死傷者が発生し、
桜井小学校および初瀬小学校に救護所が開設され、医師
が負傷者の重症度と緊急度の判定を行うトリアージを
行ったとの想定でした。そのなかで、災害時の拠点病院
である済生会中和病院と各小学校の間で、無線を使用し
搬送受入れについて通信訓練を行いました。
　参加した医師、学校関係者、市職員は真剣な面持ちで
訓練を行っていました。

「大和川清流復活作戦」
　大和川上流を美しくする会と川合区が毎年秋に実施し
ている粟原川周辺の河川清掃が川合から桜井までの間で
実施され、約 300 名が参加しました。この他にも、県
立桜井高校の生徒・教職員が学校前の粟原川周辺で、毎
年春と秋の２回ボランティア清掃の取り組みを行ってい
ます。今後もこれらの清掃活動が推進され、ごみのポイ
捨てや不法投棄をされない環境を作り、大和川にホタル
が飛び交う清流を取り戻すために、より多くの市民に活
動の輪が広がることを期待したいものです。

「男女共同参画講演会を開催」
　解放社会学研究所の江嶋修作さんを講師に迎え、「１
人ひとりがそのひとらしく生きる社会をめざして」を
テーマに、中央公民館で講演会を開催しました。
　江嶋さんは自身の日常生活や活動の中での体験を元
に、「他人のことをわかっていないのに、わかった気に
なっていると、他人に優しくできない。自分が他人のこ
とをわかっていないことにまず気づかないといけない。」
と話をされました。約 130 名の参加者は、うなずきな
がら話を聞いていました。

9/21

10/2

ＮＥＷＳ❀✿✿

9/12

大和 桜井の記紀万葉歌碑の原書を一挙公開！
桜井 記紀万葉歌碑原書展「昭和の文人が愛した神なびの郷」
【併催】 入江泰吉「万葉写真展」

▽ 日時　11月 26日（水）～ 30日（日）各日午前 10時～午後 8時
※最終日は午後 5時閉館。入館は各日閉館の 1時間前まで。

▽ 場所　あべのハルカス近鉄本店ウイング館 8階近鉄アート館

▽ 入館料　500 円（高校生以下無料）こちらの広報紙を呈示すると、市民特別価格 400 円にて入館できます。

▽ 問い合わせ先　桜井記紀万葉歌碑原書展実行委員会事務局 （桜井市観光まちづくり課内）
　　　　　　　　（ 42‐9111 内線 341・342 FAX 42‐1747）　　　　　　　　　　　　　【観光まちづくり課】



この広報紙は、再生紙を利用しています
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432-1（
0744-42-9111） ◇市民の動き◇　平成 26年 9月 30 日現在（前月比）

〈人口  59,518 人 (+28)〉〈男  28,343 人 (+7)〉〈女  31,175 人 (+21)〉〈世帯数  24,223 世帯 (+9)〉

広告掲載枠


